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さ
ん
は
、「
キ
ャ
リ
ア
教

育
」
と
い
う
言
葉
を
ご

存
知
で
す
か
。

　

ま
だ
、
な
じ
み
の
薄
い
言
葉

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
学
校
な

ど
で
職
業
に
関
す
る
知
識
や
技

能
な
ど
を
身
に
つ
け
さ
せ
な
が

ら
、
将
来
の
進
路
を
選
択
す
る

力
を
育
て
る
教
育
の
こ
と
で
す
。

　

物
質
的
に
恵
ま
れ
、
豊
か
で

便
利
に
な
っ
た
現
在
、
子
ど
も

た
ち
を
め
ぐ
る
環
境
は
、
大
き

く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
変
化
の
激
し
い
先

行
き
不
透
明
な
社
会
を
背
景

と
し
た
若
者
の
ニ
ー
ト
や
ひ

き
こ
も
り
な
ど
の
問
題
が
指

摘
さ
れ
る
な
か
、
子
ど
も
た
ち

の
目
的
意
識
へ
の
低
下
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

、
日
本
の
子
ど
も
た
ち

は
、
将
来
に
向
け
て
、

何
の
た
め
に
学
校
で
学
ぶ
の

か
な
ど
、
学
ぶ
こ
と
へ
の
関
心

や
意
欲
が
低
下
す
る
傾
向
に

あ
る
と
の
課
題
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
背
景
に
は
、
子
ど

も
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
た
ち

の
生
活
の
中
で
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー

ム
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
疑
似

体
験
な
ど
が
多
く
な
る
一
方
、

実
際
に
人
と
関
わ
り
を
持
つ

社
会
で
の
体
験
が
不
足
し
て

い
る
こ
と
が
大
き
く
影
響
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
、
無
限
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

職
場
体
験
学
習
に
は
、
将
来

の
自
分
自
身
の
夢
や
希
望
を

育
む
、
ま
た
と
な
い
機
会
な
の

で
す
。

無
限
の
可
能
性
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
！

さまざまな職場で働きながら、子ど
もたちに職業への興味や将来への展望
を養ってもらおうと、中学生の職場体
験学習が全国で実施されています。

普段の学校での生活を離れ、社会の
中でさまざまな体験をすることで、子
どもたちが何を身につけ、どう成長し
ていくのか。

今回は、中学生の職場体験学習につ
いてお届けします。

皆今
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月
19
日
、
重
信
中
学
校

の
２
年
生
１
９
０
名
が

将
来
の
夢
や
希
望
に
む
け
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
生
徒
た
ち
は
２
人
か

ら
７
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
へ
向
か

い
ま
し
た
。

　

今
回
、
生
徒
た
ち
を
受
け
入

れ
た
職
場
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、
ス
ポ
ー
ツ
店
、
本
屋
な

ど
の
小
売
業
、
福
祉
施
設
や
銀

行
、
放
送
局
や
新
聞
社
、
食
堂
、

温
泉
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
、
消

防
署
や
図
書
館
、
保
育
園
、
市

役
所
な
ど
の
公
共
機
関
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
職
種
に
わ
た
る
62

の
事
業
所
で
す
。

々
、
私
た
ち
の
安
全
な

暮
ら
し
を
守
る
東
温
消

防
署
。

　

こ
の
消
防
署
で
、
５
名
の
男

子
生
徒
が
、
消
防
士
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

　

消
防
署
に
つ
い
た
５
人
は
、

消
防
署
の
仕
事
の
内
容
や
消
防

士
に
な
る
た
め
の
資
格
な
ど
に

つ
い
て
、
説
明
や
働
く
こ
と
の
意

義
な
ど
の
話
を
受
け
る
と
、
い

よ
い
よ
実
践
に
突
入
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
ス
ト

レ
ッ
チ
で
体
を
あ
た
た
め
た
あ

と
、
ロ
ー
プ
な
ど
を
使
っ
た
救

助
訓
練
、
一
般
救
命
な
ど
の
救

急
訓
練
を
体
験
し
ま
す
。
一
分

一
秒
を
あ
ら
そ
う
機
敏
な
動
き

と
正
確
な
判
断
が
要
求
さ
れ
る

訓
練
に
生
徒
た
ち
も
真
剣
な
表

情
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

消
防
署
で
中
学
生
を
受
け
入

れ
た
消
防
署
員
か
ら
は
、「
ロ
ー

プ
訓
練
で
は
、
み
ん
な
身
軽
な

動
き
で
こ
な
し
て
い
た
の
で
驚

き
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
消
防
署
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
い
、
防
災
意
識
を
家
庭
や
学

校
で
広
げ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。」

と
、一
日
だ
け
の
消
防
士
に
エ
ー

ル
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

ど
も
た
ち
が
学
校
を
離

れ
、
受
け
入
れ
先
の
職
場

で
社
会
の
一
員
と
し
て
働
く
こ

と
に
な
る
職
場
体
験
学
習
。

　

普
段
の
生
活
で
は
接
す
る
こ

と
の
な
い
人
た
ち
と
会
話
し
、

人
間
関
係
を
築
い
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
日
、
子
ど
も
た
ち
は
、
従

業
員
や
お
客
さ
ん
な
ど
、
普
段

の
生
活
で
は
体
験
す
る
こ
と
の

な
い
世
代
や
立
場
の
違
う
人
た

ち
と
の
触
れ
合
い
を
と
お
し

て
、
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー

や
言
葉
遣
い
な
ど
も
学
ん
で
い

る
よ
う
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
何
よ
り
も
生
徒
た

ち
自
身
が
、
自
分
の
個
性
や
適

性
を
見
つ
け
る
こ
と
は
、
極
め

て
重
要
で
す
。

　

自
分
が
役
立
つ
存
在
で
あ
る

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た

り
、
自
分
の
新
た
な
可
能
性
を

見
出
す
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
は
、
実
際

に
仕
事
を
経
験
し
、
働
く
こ
と

の
厳
し
さ
や
喜
び
な
ど
を
体
験

す
る
こ
と
で
、
初
め
て
実
感
で

き
る
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
学
校
で
の
学
習
が

社
会
で
ど
の
よ
う
に
活
か
さ
れ

て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
経
験
か

ら
、
自
分
の
進
路
や
将
来
だ
け

で
な
く
、
今
、
何
故
、
学
ば
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う

「
学
ぶ
こ
と
の
意
味
」
も
、
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

回
、
職
場
体
験
学
習

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

１
９
０
名
の
生
徒
た
ち
。

　

実
際
に
さ
ま
ざ
ま
な
職
場
を

体
験
す
る
こ
と
で
、
社
会
人
と

し
て
働
く
自
分
自
身
の
将
来
を

考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

働
く
こ
と
の
尊
さ
や
感
謝
の

気
持
ち
を
実
感
し
た
生
徒
た
ち

の
表
情
は
、
生
き
生
き
と
輝
い

て
見
え
ま
し
た
。

中
学
生
の
職
場
体
験
学
習
を
考
え
る

1日

子

今
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自動車税のお知らせです

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
（
午
前
０
時
）
現
在
に
登
録

さ
れ
て
い
る
車
輌
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

車
輛
の
愛
媛
県
中
予
地
方
局

か
ら
、
５
月
中
旬
に
納
税
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
。

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
、
５

月
31
日
㈫
で
す
。

　

お
忘
れ
の
な
い
よ
う
、
期
限

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
等
に
対
す
る

減
免
に
つ
い
て

１
．
障
害
の
程
度
等
、
一
定
の

要
件
を
満
た
し
た
も
の
は
、

減
免
申
請
に
よ
り
１
台
に
限

り
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
◆
減
免
の
対
象

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
お
ら
れ
る

方
（
身
体
障
害
者
等
）
が
所

有
す
る
自
家
用
自
動
車
や
、

18
歳
未
満
の
身
体
障
害
者
、

精
神
障
害
者
ま
た
は
、
知
的

障
害
者
と
生
計
を
一
に
す
る

者
が
所
有
す
る
自
家
用
自
動

車
で

◇
そ
の
身
体
障
害
者
等
自
身

◇
そ
の
身
体
障
害
者
等
と
生
計

を
一
に
す
る
者

◇
身
体
障
害
者
等
の
み
の
世
帯

の
そ
の
身
体
障
害
者
等
を
常

時
介
護
す
る
者

が
運
転
す
る
も
の
の
う
ち
、

専
ら
そ
の
身
体
障
害
者
等
の

た
め
に
利
用
さ
れ
る
自
動
車

で
す
。

２
．
身
体
障
害
者
等
に
対
す
る

減
免
の
申
請
に
は
、
次
の
書

類
が
必
要
で
す
。

◆
申
請
書
類

◇
自
動
車
税
減
免
申
請
書

※
中
予
地
方
局
、
運
輸
支
局
県

税
駐
在
、
愛
媛
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ｢

電
子
行
政
サ
ー
ビ

ス
（
申
請
書
等
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
）｣

で
入
手
で
き
ま
す
。

◇
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

◇
運
転
免
許
証

※
生
計
を
一
に
す
る
方
が
運
転

さ
れ
る
場
合
は
、
そ
の
運
転

さ
れ
る
方
の
免
許
証
。

◇
印
鑑

◇
自
動
車
検
査
証

　

生
計
同
一
者
ま
た
は
、
常
時

介
護
者
が
運
転
す
る
場
合
に

は
、
次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

◆
申
請
書
類

◇
生
計
同
一
証
明
書
ま
た
は
、

常
時
介
護
証
明
書

※
生
計
同
一
証
明
書
は
、
健
康

保
険
証
の
呈
示
ま
た
は
、
申

請
日
前
１
月
以
内
に
発
行
さ

れ
た
同
一
世
帯
の
住
民
票
の

呈
示
で
生
計
同
一
の
確
認
が

で
き
る
場
合
は
そ
れ
で
結
構

で
す
。

◇
通
学
・
通
園
・
通
所
証
明
書
、

通
院
証
明
書
ま
た
は
、
通
勤
・

生
業
証
明
書

※
週
一
日
以
上
ま
た
は
、
月
４

日
以
上
の
証
明
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

３
．
身
体
障
害
者
等
に
対
す
る

減
免
申
請
は
、
４
月
１
日
㈮

か
ら
５
月
24
日
㈫
ま
で
、
中

予
地
方
局
課
税
課
自
動
車
税

担
当
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
、

新
た
に
減
免
要
件
に
該
当
す
る

こ
と
と
な
っ
た
場
合
（
４
月
以

降
に
身
体
障
害
者
手
帳
を
交
付

さ
れ
た
場
合
等
）
は
、
当
該
年

度
の
２
月
末
ま
で
に
限
り
随
時

に
減
免
申
請
を
受
け
付
け
、
申

請
し
た
翌
月
か
ら
年
税
額
の
月

割
相
当
額
を
減
免
す
る
制
度
も

あ
り
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
中
予
地
方
局

課
税
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

平成23年度

納期限は、5月31日㈫です。
自動車税はコンビニでも納税できます。

中予地方局　課税課

自動車税担当（℡909−8754）
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現
在
、
モ
ン
ゴ
ル
の
首
都
ウ

ラ
ン
バ
ー
ト
ル
で
、
柔
道
の
先
生

を
し
て
い
る
小
倉
大
輝
で
す
。

　

ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
は
、
標
高

１
３
０
０
ｍ
の
場
所
に
位
置
す

る
都
市
で
、
気
候
的
に
は
、
年

平
均
マ
イ
ナ
ス
１
．３
℃
に
し

か
な
ら
ず
、
最
低
気
温
は
、
マ

イ
ナ
ス
40
℃
を
超
え
る
こ
と
も

あ
り
、
非
常
に
寒
さ
の
厳
し
い

環
境
で
す
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
洗
濯
物
が

一
日
で
乾
い
て
し
ま
う
く
ら
い

乾
燥
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
モ
ン
ゴ
ル
で
の
活
動
内

容
は
、
モ
ン
ゴ
ル
柔
道
ナ
シ
ョ

ナ
ル
チ
ー
ム
コ
ー
チ
、
子
ど
も

た
ち
を
指
導
す
る
モ
ン
ゴ
ル
柔

道
ア
カ
デ
ミ
ー
の
先
生
の
２
つ

で
す
。

　

モ
ン
ゴ
ル
柔
道
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ー
ム
で
は
、
お
互
い
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
、
寝
技
の
技
術
指

導
を
中
心
と
し
た
「
オ
グ
ロ
ッ

ク
講
座
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

実
際
に
コ
ー
チ
と
し
て
参
加
し

た
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
世
界

ジ
ュ
ニ
ア
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た

世
界
選
手
権
で
も
、
教
え
子
た

ち
が
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

モ
ン
ゴ
ル
柔
道
ア
カ
デ
ミ
ー

は
、
国
内
の
柔
道
人
気
も
あ
り
、

現
在
１
２
０
名
程
度
の
５
歳
か

ら
20
歳
の
子
ど
も
た
ち
を
指
導

し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
柔
道
の
精
神
で

あ
る
「
精
力
善
用
・
自
他
共
栄
」

と
い
う
考
え
を
中
心
に
、
人
間

形
成
を
目
的
と
し
た
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
講
道
館
で
の
子
ど
も

交
流
会
な
ど
も
計
画
し
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
私
は
、
現
役
選
手

で
も
あ
り
、「
夢
は
叶
う
」
を

証
明
す
べ
く
、
現
在
も
日
本
一

を
目
指
し
、
日
本
、
モ
ン
ゴ
ル

で
試
合
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

内
閣
府
で
は
、
日
本

と
世
界
各
国
の
青
年
と

の
交
流
を
通
し
て
、
相

互
理
解
と
友
好
を
深

め
、
広
い
国
際
的
視
野

と
国
際
協
調
の
精
神
を

身
に
付
け
た
次
代
を
担

う
に
ふ
さ
わ
し
い
青
年

を
育
成
す
る
た
め
に
さ

ま
ざ
ま
な
青
年
国
際
交

流
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
平
成
23
年
度

に
実
施
す
る
「
国
際
青

年
育
成
交
流
」（
９
月
）「
日

本
・
中
国
青
年
親
善
交
流
」

（
９
月
）「
日
本
・
韓
国
青
年

親
善
交
流
」（
９
月
）「
青
年

社
会
活
動
コ
ア
リ
ー
ダ
ー
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
10
月
）「
世

界
青
年
の
船
」（
１
～
３
月
）

「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」

（
10
～
12
月
）
に
参
加
す
る

青
年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

お
問
い
合
せ
は
、
内
閣
府

子
ど
も
若
者
・
子
育
て
施
策

総
合
推
進
室
国
際
企
画
担
当

（
℡
０
３
・
３
５
８
１
・
１
１

８
１
）
ま
た
は
、
愛
媛
県
県

民
活
動
推
進
課
青
少
年
係

（
℡
９
１
２
・
２
４
１
５
）
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。 

小倉　大輝　東温市南方出身
派遣国：モンゴル
期　間：平成21年6月～23年6月

福岡教育大学卒業後、青年海
外協力隊に参加し、モンゴル
柔道ナショナルチームコーチ、
モンゴル柔道アカデミーの先
生として活動。また、66㎏級
の現役選手も続けている。

青
年
海
外
協
力
隊
員
レ
ポ
ー
ト

　

直
接
触
れ
合
い
な
が
ら
、
貧
困
や
環
境
問
題
な
ど
、
そ
の
国

の
抱
え
る
問
題
を
解
決
し
、
経
済
や
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る

青
年
海
外
協
力
隊
。

　

現
在
、
東
温
市
か
ら
２
名
の
隊
員
が
、
世
界
に
笑
顔
を
広
げ

る
た
め
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
「
青
年
海
外
協
力
隊
員
レ
ポ
ー
ト
」

を
お
届
け
し
ま
す
。

世
界
に
笑
顔
を
広
げ
よ
う

  青年国際交流事業の参加者募集

シリーズ
No.1
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地
球
に
生
命
が
誕
生
し
て
か

ら
、
生
物
は
約
40
億
年
の
長
い

年
月
を
か
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

環
境
に
対
応
し
な
が
ら
、
多
く
の

種
類
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
生
物
に
は
み
な
個

性
が
あ
り
、
お
互
い
が
網
の
目

の
よ
う
に
複
雑
な
関
係
で
つ
な

が
り
あ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
が
「
生
物
多
様
性
」
の

姿
で
す
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
生
物

多
様
性
の
「
恵
み
」
が
な
く
て

は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
人
間
本
位
の
活
動

は
、
種
の
絶
滅
、
生
態
系
の
変
質

な
ど
生
物
多
様
性
に
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

生
物
多
様
性
の
危
機
の
問
題

は
、「
地
球
温
暖
化
」
の
問
題

と
と
も
に
、
そ
の
解
決
の
た
め

に
世
界
中
で
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
環
境
問
題
で
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
環
境
課
で
は
、

「
環
境
啓
発
シ
リ
ー
ズ
」
と
し

て
、「
生
物
多
様
性
」
に
つ
い

て
５
回
に
わ
た
り
市
民
の
皆
さ

ん
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

環
境
啓
発
シ
リ
ー
ズ

生
物
多
様
性
を
探
る

No.1

自然との共生や自然の保護について誤解していませんか？
　「自然は大切である」ということを疑う人はいません。しかし、自然のためにと思って行っているこ
とや考え方が、「生物多様性」の視点から見ると、必ずしも自然のためになっていないことがあります。
生物多様性とは、生き物の豊かな個性とつながりです。3,000 万種ともいわれる地球上の多様な生き
物は、人間も含めて、お互いにつながりあい、支えあって生きています。しかし、今、開発や乱獲によ
る種の減少や絶滅、生息・生育地の減少、里地里山などの手入れ不足による自然の質の低下、外来種
などの持ち込みによる生態系のかく乱、地球温暖化などによって、生物多様性が失われつつあります。

虫の駆除は、本来あるべき生き物のつながりを
壊してしまいます。野鳥や野生動物に対する餌
づけも、保護ではなく「家畜化」のおそれがあ
ります。また、もともとそこにいなかった外来
の生物の導入・放置などが、その地域の生態系
に大きな打撃を与えることがあります。

　興味のある方は、環境省生物多様性センター
のホームページをご覧ください。

さまざまな生物と暮らすことが「自然との共生」
　美観など限定された目的で整備された公園や
花畑などは、確かに私たちの暮らしを豊かにす
る一面がありますが、人の手が加わった状態で
あり、それが身近にあるからといって「自然と
共生している」とはいえない面があります。
　かつて日本の農村地帯にあたりまえのように
見られた里山では、私たちは燃料となる薪や食
料となる木の実・きのこ、田畑の肥料となる落
ち葉など自然の恵みを得てきました。一方、里
山に住む生き物たちは、田畑などにいる昆虫や
魚、カエルなどをエサにするなど、人の暮らし
がそばにあることで生態系が保たれるという
恩恵も得てきたのです。一見雑然としている野
原や雑木林のほうが自然に近いものということ
だってあるのです。

固有の生態系を乱さないことが「自然の保護」
　自然を守ることについても誤解があります。
　特定の園芸植物の生育を守るための雑草や昆
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さ
く
ら
の
湯
の
パ
ー
ト
従
業
員
募
集
！

　

東
温
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
交

流
館
さ
く
ら
の
湯
の
パ
ー
ト
従

業
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
募

集
内
容
を
確
認
の
う
え
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
募
集
職
種

　

厨
房
係　

若
干
名

　

時
給　

７
０
０
円
～
（
昇
給
あ
り
）

●
募
集
条
件　

健
康
な
方

●
勤
務
日
数　

月
15
日
程
度

●
勤
務
時
間　

９
時
～
16
時
、
16
時
～
23
時
、

16
時
～
23
時
30
分
（
交
代
制
）

●
雇
用
時
期　

４
月
１
日
か
ら

●
受
付
期
間　

３
月
14
日
ま
で

●
応
募
方
法

次
の
書
類
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
事
前
に
連
絡
の
う
え
、

ふ
る
さ
と
交
流
館
さ
く
ら
の

湯
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
履
歴
書
（
申
込
日
３
か
月
以

内
に
撮
影
し
た
写
真
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
）

●
そ
の
他

通
勤
に
自
動
車
を
使
用
す
る

場
合
は
、
駐
車
場
代
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

●
申
込
・
問
い
合
せ
先

〒
７
９
１
‐
０
３
０
３

東
温
市
北
方
甲
２
０
８
１
番
地
１

東
温
市
ふ
る
さ
と
交
流
館

さ
く
ら
の
湯

（
℡
９
６
０
・ 

６
５
１
１
）　

　
　

4月1日から本庁2階の課の配置を変更します!

劇
場
が
連
携
を
紡
ぐ

秋
田
県
仙
北
市
と

災
害
協
定
締
結
！

　大規模な災害が広範囲で発生した場
合、近隣市町村が同時に被災するため、
相互援助が困難になる場合が予想され
ます。このため、遠隔地域の市町村と
災害時の応援体制を確立することによ
り、被災者の食料品や生活物資等、迅
速な災害支援を行うことができます。

　実際に、新潟県中越地震では県内の
各市町村間で、相互応援体制を整えて
いましたが、各市町村が同時に被災し
たことから、被災直後では応援体制が
機能せず、逆に数百キロはなれた遠隔
地の姉妹都市や友好都市の職員が、真っ
先に被災地に駆け込つけ救援活動を
行ったと報じられています。

　今後は、災害時の相互応援協定を契
機に教育・文化・産業・環境など多彩
な交流事業を展開し、お互いの交流を
深めながら信頼関係を積み重ね、「姉妹
都市」「友好都市」提携への機運を盛り
上げていきます。

エレベーター

コピー

書庫

倉庫

書庫

吹
き
抜
け

会
議
室

会
議
室

付
属
棟
へ

階
段

階
段

ト
イ
レ

ト
イ
レ

吹
き
抜
け

階
段

エレベーター

健康推進課

農林振興課

農業委員会

下水道課水道課

まちづくり課 産業創出課

コピー

書庫

倉庫

書庫

吹
き
抜
け

会
議
室

会
議
室

付
属
棟
へ

階
段

階
段

ト
イ
レ

ト
イ
レ

吹
き
抜
け

階
段

水道課

産業創出課

農林振興課

農業委員会

下水道課

まちづくり課 健康推進課

変更前

変更後
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臨時職員を
募
集
し
ま
す

平成23年度
東温市の

　
総
務
課
か
ら

　

募
集
職
種

●
介
護
保
険
認
定
調
査
員１名

程
度

　
（
市
庁
舎
）

介
護
保
険
に
か
か
る
要
介
護

認
定
の
訪
問
調
査

保
健
師
、
看
護
師
ま
た
は
介

護
支
援
専
門
員
、
介
護
福
祉

士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有

し
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許

取
得
の
方

　

月
給　

１
６
２
，６
９
６
円

●
障
害
者
相
談
支
援
員１

名
程
度

　
（
市
庁
舎
）

障
害
程
度
区
分
認
定
調
査
・

相
談
業
務

介
護
支
援
専
門
員
、
介
護
福

祉
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を

有
し
、
普
通
自
動
車
運
転
免

許
取
得
の
方

月
給　

１
６
２
，６
９
６
円

　

採
用
試
験

●
日　
　

時

　

３
月
20
日
㈰　

９
時
～

●
場　
　

所　

東
温
市
役
所

●
試
験
内
容　

作
文
・
面
接

●
合
格
発
表　

３
月
下
旬

●
採
用
期
日　

４
月
１
日

　

受
験
手
続

資
格
証
明
書
・
運
転
免
許
証

の
写
し
及
び
履
歴
書
（
応
募

職
種
を
必
ず
明
記
し
、
申
込

日
３
か
月
以
内
に
撮
影
し
た

写
真
を
貼
付
）
を
市
役
所
総

務
課
人
事
係
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間

３
月
１
日
㈫
か
ら
３
月
14
日

㈪
ま
で
の
勤
務
時
間
中

（
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

の
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

ま
で
に
受
け
付
け
ま
す
）

※
た
だ
し
郵
送
の
場
合
は
３
月

14
日
㈪
必
着
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

採
用
決
定
後
、
健
康
診
断
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

通
勤
に
自
動
車
を
使
用
す
る

場
合
、月
額
１
，５
０
０
～
２
，

０
０
０
円
の
駐
車
場
代
が
必

要
で
す
。

●
申
込
・
問
い
合
せ
先

　

〒
７
９
１
―

０
２
９
２

　

東
温
市
見
奈
良
５
３
０
番
地
１

　

東
温
市
役
所

　

総
務
課 

人
事
係

　
（
℡
９
６
４
・ 

４
４
０
０
）

　
社
会
福
祉
課
か
ら

　

募
集
職
種

●
保
育
支
援
員　

若
干
名

（
市
立
各
保
育
所
）

保
育
所
生
活
に
お
い
て
支
援

を
要
す
る
児
童
の
介
助
及
び

安
全
確
保

　

月
給　

１
３
６
，１
８
３
円

※
保
育
士
資
格
は
、
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

●
保
育
事
務
員　

１
名

　
（
拝
志
保
育
所
）

　

時
給　

８
１
１
円

　
（
平
日
８
時
30
分
～
12
時
30
分
）

※
保
育
士
資
格
は
、
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

　

採
用
試
験

●
日　
　

時 

　

東
温
市
で
は
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
事
業
の
実
施
の
た
め
、

指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
は
、

保
護
者
が
就
労
な
ど
の
理
由

に
よ
り
家
庭
に
不
在
で
あ
り
、

児
童
の
面
倒
を
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
世
帯
の
児
童
（
１

年
生
か
ら
３
年
生
）
を
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
お
預
か

り
し
、
生
活
と
遊
び
の
場
を

提
供
し
、
児
童
の
健
全
育
成

を
図
る
事
業
で
す
。

◆
募
集
人
員

　

パ
ー
ト
指
導
員　

若
干
名

◆
勤
務
内
容

学
校
開
校
日
は
、
13
時
か
ら

放課後児童クラブの
パート指導員を募集します
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３
月
20
日
㈰　

９
時
～

●
場　
　

所　

東
温
市
役
所

●
試
験
内
容　

作
文
・
面
接

●
合
格
発
表　

３
月
下
旬

●
採
用
期
日　

４
月
１
日

　

受
験
手
続

履
歴
書
（
応
募
職
種
を
必
ず

明
記
し
、
申
込
日
３
か
月
以

内
に
撮
影
し
た
写
真
を
貼

付
）
を
市
役
所
社
会
福
祉
課

子
育
て
支
援
室
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間

３
月
１
日
㈫
か
ら
３
月
14
日

㈪
ま
で
の
勤
務
時
間
中

（
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

の
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

ま
で
に
受
け
付
け
ま
す
）

※
た
だ
し
郵
送
の
場
合
は
３
月

14
日
㈪
必
着
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

採
用
決
定
後
、
健
康
診
断
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

通
勤
に
自
動
車
を
使
用
す
る

19
時
ま
で

繰
替
休
校
日
は
、
８
時
か
ら

19
時
ま
で

土
曜
日
、長
期
休
校
期
間
は
、

８
時
か
ら
18
時
ま
で

※
勤
務
内
容
の
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
社
会
福
祉
課
子
育

て
支
援
室
ま
で
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

◆
資
格
等

保
育
士
、
幼
稚
園
・
小
学
校

教
諭
資
格
な
ど
が
あ
る
方
を

優
先
し
ま
す
。

◆
賃
　
金

　

時
給
８
１
１
円
～
８
９
６
円

◆
勤
　
務　

４
月
１
日
か
ら

◆
受
付
期
間

　

３
月
18
日
㈮

※
当
日
の
消
印
ま
で
有
効
と
な

り
ま
す
。

◆
応
募
方
法

履
歴
書
を
次
の
と
こ
ろ
ま
で

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

※
履
歴
書
の
様
式
は
、
問
い
ま

せ
ん
。

◆
申
込
・
問
い
合
せ
先

〒
７
９
１
‐
２
０
９
２

東
温
市
見
奈
良
５
３
０
番
地
１

東
温
市
役
所　

社
会
福
祉
課

子
育
て
支
援
室

（
℡
９
６
４
・ 

４
４
０
６
）

場
合
、月
額
１
，５
０
０
～
２
，

０
０
０
円
の
駐
車
場
代
が
必

要
で
す
。

●
申
込
・
問
い
合
せ
先

〒
７
９
１
―

０
２
９
２

東
温
市
見
奈
良
５
３
０
番
地
１

東
温
市
役
所　

社
会
福
祉
課

子
育
て
支
援
室　

（
℡
９
６
４
・ 

４
４
０
６
）

項　目 区　　　　　　　分

名　称

高齢者保健福祉計画等策
定委員会委員／介護保険
推進委員会委員／地域包
括支援センター運営協議
会委員／介護保険地域密
着型サービス運営委員会
委員

東温市国民健康保険運営
協議会委員

内　容

高齢者福祉事業の計画運
営に関すること／介護保
険事業の計画運営に関す
ること／地域包括支援セ
ンターの運営に関するこ
と／地域密着型サービス
の指定に関すること

国民健康保険事業の運営
に関する重要事項の審議

任　期 委嘱の日から2年（再任を妨げない）

募集期間 3月7日㈪～3月25日㈮

人　数 2人

応募資格

市内に在住する40歳以上
（平成23年4月1日現在）
の人で委員会（平日の日
中）に出席可能な人（自
薦に限る）

東温市国民健康保険の被
保険者であり、20歳以上
の人で協議会(平日の日
中)に出席可能な人（自
薦に限る）

応募方法

直接または郵送で、郵便番号、住所、氏名、性別、職業、
電話番号、応募理由（テーマ）について書いて提出
してください。
（400字程度、様式は任意）

テーマ これからの高齢者福祉行
政・介護保険について

これからの国民健康保険
制度について

選考方法 応募理由等を参考に選考し、結果は本人宛に4月中旬
に文書で通知する予定です。

申込・
問合先

〒791－0292　東温市見奈良530番地1
東温市役所　保険年金課（℡964-4408）

その他

4委員を兼ねていただき
ます。
開催時期　年1～2回程度
（事業計画策定年度は3～
4回程度）

―

保険年金課から各種委員を募集します！
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皆
さ
ん
は
「
食
べ
る
」
と
い
う
言
葉
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

い
ま
す
か
。

　

私
た
ち
が
生
き
る
た
め
に
は
「
食
べ
る
」

こ
と
は
絶
対
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
私
た

ち
の
食
生
活
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多

様
化
に
よ
り
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
食
を
大
切
に
す
る
心
が
失
わ

れ
つ
つ
あ
り
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
や

不
規
則
な
食
事
、
正
し
い
知
識
を
も
た
な

い
人
の
増
加
と
い
っ
た
様
々
な
問
題
が
生

じ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
し
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
健
全
な
心
身
と
豊
か
な
人
間
性

を
育
め
る
よ
う
、「
食
」
に
関
す
る
知
識

と
「
食
」
を
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、
健

全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る

人
間
を
育
て
る
も
の
と
し
て
「
食
育
」
を

推
進
す
る
た
め
、
毎
年
６
月
の
「
食
育
月

間
」
や
毎
月
19
日
の
「
食
育
の
日
」
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

朝
・
昼
・
晩
の
規
則
正
し
い
食
事
は
、

健
康
な
食
生
活
の
基
本
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
が
行
っ
た
平
成
21
年
国
民

健
康
・
栄
養
調
査
に
よ
る
と
、
習
慣
的
に

朝
食
を
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
人
は
、
男
女

と
も
20
歳
代
、（
男
性
21
・
０
％
、
女
性

14
・
３
％
）、
30
歳
代
（
男
性
21
・
４
％
、

女
性
10
・
６
％
）
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
う
ち
約
３
割
の
人
は
、

小
学
校
ま
た
は
中
学
、
高
校
の
頃
か
ら

朝
食
を
食
べ
な
い
習
慣
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

東
温
市
で
は
、
食
育
推
進
の
基
本
的
指

針
と
な
る
食
育
推
進
計
画
を
策
定
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
施
策
を
円
滑
に
推
進
す
る

た
め
に
食
育
推
進
委
員
会
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
た
め
食
育
推
進
委
員
会
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
食

生
活
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

あ
な
た
も
、
是
非
、
市
政
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
内　
　

容

　

食
育
推
進
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

■
委
嘱
期
間

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
25
年
３
月
末
ま
で

を
予
定

■
開
催
時
期

　

年
３
回
程
度
（
不
定
期
）
の
平
日

■
開
催
場
所

市
役
所
ま
た
は
川
内
健
康
セ
ン
タ
ー

■
募
集
期
限

　

３
月
25
日
㈮
必
着

※
直
接
持
参
さ
れ
る
場
合
は
、
開
庁
日
の

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
数　

３
名
程
度

■
応
募
資
格

次
に
掲
げ
る
す
べ
て
の
項
目
に
該
当
す

る
方
（
自
薦
に
限
る
）

①
市
内
に
在
住
で
委
員
会（
平
日
の
日
中
）

に
出
席
可
能
な
方

②
食
育
に
つ
い
て
広
く
関
心
を
お
持
ち
の
方

③
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
議
員
及
び

職
員
で
な
い
方

■
応
募
方
法

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
（
日
中
の
連

絡
先
）、
生
年
月
日
、
応
募
理
由
を
記

載
し
た
も
の
に
、
食
育
に
つ
い
て
の
考

え
や
思
い
を
書
い
た
作
文
（
８
０
０
字

程
度
）
を
添
え
て
応
募
先
に
直
接
お
持

ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
に
よ
り
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

※
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
提
出
さ
れ
た

応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
応
募
書
類
に
記

載
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
東
温
市

食
育
推
進
委
員
会
委
員
の
選
考
の
み
に

使
用
し
ま
す
。

■
選
考
方
法

　

書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
結
果
通
知

決
定
後
、
速
や
か
に
、
応
募
者
全
員
に

通
知
し
ま
す
。

■
応
募
先

〒
７
９
１
‐
０
３
０
１

東
温
市
南
方
２
６
２
番
地

川
内
健
康
セ
ン
タ
ー

（
℡
９
６
６ 

・
２
１
９
１
）

〒
７
９
１
‐
０
２
９
２

東
温
市
見
奈
良
５
３
０
番
地
１

市
役
所　

健
康
推
進
課

（
℡
９
６
４
・
４
４
０
７
）

※
応
募
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
は
、
川
内

健
康
セ
ン
タ
ー
へ
お
願
い
し
ま
す
。

東温市食育推進委員会
委員を募集します !



広報とうおん　3.1.201111

　

乳
が
ん
や
子
宮
頸
が
ん
は
、
若
い
女
性

に
増
え
て
き
て
お
り
、
早
期
発
見
、
早
期

治
療
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　

下
記
の
対
象
者
は
、
無
料
で
検
診
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
方
は
、
こ
の
機

会
に
是
非
、
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

園庭を開放します！

　園児と交流しながら、園庭の遊具や砂場
などで遊びましょう。子育てで気になるこ
と、心配なことなど、スタッフまで気軽に
声をかけてください。
　なお、都合で開放できない日もあります
ので、事前にお問い合せください。

保育所（園）
双葉保育所（℡964－2233）
第1火曜日　9時30分～11時

※いわがらこども館の駐車場をご利用ください。
上林保育所（℡964－6111）
第2木曜日　9時30分～11時
南吉井第二保育所（℡964－3122）
第3水曜日　9時30分～11時
南吉井保育所

※園舎耐震工事のため、しばらく中止します。
川内保育園（℡966－2288）
第3木曜日　9時30分～11時
拝志保育所（℡964－3003）
第4木曜日　9時30分～11時　

幼稚園
北吉井幼稚園（℡964-5952）
3月3日㈭　9時30分～11時
西谷幼稚園（℡966-5850）
3月8日㈫　9時45分～11時15分

性
特
有
の
が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン
券

乳がん検診の対象者は…      
■40歳の場合　　　
　　昭和44年４月２日～昭和45年４月１日生
■45歳の場合　　　　
　　昭和39年４月２日～昭和40年４月１日生
■50歳の場合　　　　
　　昭和34年４月２日〜昭和35年４月１日生
■55歳の場合　　　　
　　昭和29年４月２日～昭和30年４月１日生
■60歳の場合　　　　
　　昭和24年４月２日～昭和25年４月１日生

子宮頸がん検診の対象者は…　
■20歳の場合　　　　
　　平成元年４月２日～平成２年４月１日生
■25歳の場合　　　　
　　昭和59年４月２日～昭和60年４月１日生
■30歳の場合　　　　
　　昭和54年４月２日～昭和55年４月１日生
■35歳の場合　　　　
　　昭和49年４月２日～昭和50年４月１日生
■40歳の場合　　　
　　昭和44年４月２日～昭和45年４月１日生

※有効期限は、平成23年3月31日までとなっ
ています。

※クーポン券がお手元にない方は、川内健康セ
ンター（℡966－2191）までお問い合せください。

女

こ
ど
も
館
か
ら

い
わ
が
ら
こ
ど
も
館

℡
９
６
０
・ 

５
０
０
３

★
親
子
で
楽
し
む
お
話
し
会

　

日　
　

時　

３
月
２
日
㈬
・
16
日
㈬

　
　
　
　
　
　

11
時
～
11
時
30
分

★
そ
の
他

　

伊
予
東
温
Ｖ
Ｙ
Ｓ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン

　

日　
　

時　

３
月
26
日
㈯

　
　
　
　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

さ
く
ら
こ
ど
も
館

℡
９
６
６
・
６
１
６
９

★
親
子
で
楽
し
む
お
話
し
会

　

日　
　

時　

３
月
９
日
㈬
・
23
日
㈬

　
　
　
　
　
　

11
時
～
11
時
30
分

★
そ
の
他

　

伊
予
東
温
Ｖ
Ｙ
Ｓ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン

　

日　
　

時　

３
月
12
日
㈯

　
　
　
　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

両
館
共
通

★
子
育
て
相
談
（
随
時
受
付
）

　

毎
週
水
曜　

９
時
30
分
～
14
時

※
３
月
の
幼
児
教
室
お
よ
び
小
学
生

ク
ラ
ブ
は
お
休
み
し
ま
す
。

　

こ
ど
も
館
か
ら
３
月
の
イ
ベ
ン
ト

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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健
康
川
柳
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

普
段
の
生
活
や
食
事
、
運
動

の
こ
と
な
ど
、
な
ん
で
も
思
い

つ
く
こ
と
を
、
一
句
ひ
ね
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

東
温
市
で
は
、
健
康
づ
く
り

の
取
り
組
み
と
し
て
、
健
康
川

柳
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
ま
で
に
集
ま
っ
た
健

康
川
柳
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
つ
ま
み
食
い
」
は
、
よ
く

な
い
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
つ

い
つ
い
食
べ
て
し
ま
う
気
持
ち

が
よ
く
分
か
り
ま
す
ね
。

　

作
品
を
見
た
方
が
ホ
ッ
と
す

る
よ
う
な
川
柳
、
共
感
し
て
思

わ
ず
う
な
ず
く
よ
う
な
川
柳
…

健
康
に
関
す
る
川
柳
な
ら
な
ん

で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。　

　

投
稿
い
た
だ
い
た
作
品
は
、

東
温
市
の
健
康
づ
く
り
事
業

（
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
）
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
応
募
条
件

作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
作
品
の
著
作
権
と

使
用
権
は
東
温
市
に
帰
属
し

ま
す
。

■
応
募
方
法

備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に
記

入
し
、
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ
先

　

東
温
市
南
方
２
６
２

　

川
内
健
康
セ
ン
タ
ー
内

　

保
険
年
金
課　

特
定
健
診
担
当

　
（
℡
９
６
６
・ 

２
２
２
４
）

　
（
FAX
９
６
６
・ 

５
５
１
６
）

　医療機関を受診の際、１割を負担している70
歳から74歳の方（被保険者証に、資格　高齢受
給者【２割（但し平成23年3月31日まで１割）】
と記載されている方）は、平成23年４月１日か
ら負担割合が２割に変更される予定でしたが、
平成24年３月31日まで１割負担が継続されるこ
ととなりました。
　そのため、被保険者証の再発行を３月に行い、
各世帯ごとに簡易書留郵便でお送りします。
　記載されている内容をご確認いただき、４月
１日からお使いください。
　なお、３月中に新しい被保険者証が届かない
場合はお問い合せください。また、平成23年３
月２日から平成23年４月１日の間に70歳になら

れる方についても、負担割合を明記した被保険
者証を３月中に簡易書留郵便でお送りします。

■再交付対象の被保険者証記載例  
　現　在
　　資格　高齢受給者
【２割（ただし平成23年３月31日まで１割）】

　４/１～
　　資格　高齢受給者
【２割（ただし平成23年７月31日まで１割）】

※被保険者証の有効期限と一致しています。
■問い合せ先
　市役所　保険年金課（℡964－4408）　

70歳以上の東温市国民健康保険被保険者の方へ
医療費負担割合の引き上げの凍結についてお知らせします!

健康
川柳

も
う
一
杯　

そ
れ
が
無
理
す
る　

イ（
胃
・
肝
臓
）

カ
ン
ゾ
ー	

ホ
ッ
チ
ョ
風

や
め
な
は
れ　

笑
顔
で
ご
ま
か
す　

つ
ま
み
食
い　

ふ
う
こ

ダ
イ
エ
ッ
ト　

テ
レ
ビ
の
よ
う
に　

な
ぜ
き
か
ん	

熊
五
郎

忍
耐
と　

や
る
気
で
続
く　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ	
西せ

な

た

南
北

腰
痛
は　

寝
て
ば
か
り
で
は　

治
ら
な
い	
匿
名
希
望

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

こ
の
習
慣
が　

こ
の
元
気	

い
い
ぶ
い
え
む

四
季
に
あ
う　

健
康
管
理　

井
戸
端
で	

匿
名
希
望

こ
の
一
杯　

こ
の
一
口
が　

メ
タ
ボ
行
き	

老
人

腹
八
部　

が
ま
ん
で
健
康　

手
に
入
れ
た	

匿
名
希
望
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掲載【平成23年1月18日〜2月1日入札実施分】

報告

■東温市で執行された入札結果を公表します。
■表記内容【工事 ( 業務 ) 名・落札者・税込落札額】

■1月18日
・２階執務室カウンター等購入業務
　㈱絵夢…697,750円
・健康カレンダー作成業務
　明星印刷工業㈱…655,200円
・見奈良１号線補償物件調査等委託業務
　（その２）
　㈱親和技術コンサルタント…1,029,000円
・橋梁防護柵等補修工事（その１）	
　㈱塩坂建設…9,765,000円
・橋梁防護柵等補修工事（その２）
　㈱富久…6,174,000円
・橋梁防護柵等補修工事（その３）	
　南條工業㈱…4,515,000円
・橋梁防護柵等補修工事（その４）
　㈱青井建設　東温支店…6,930,000円
・橋梁防護柵等補修工事（その５）
　㈲竹田建設…9,030,000円
■1月25日	
・中学校教材備品購入
　富士教材㈲…1,043,700円
・重信№２マンホールポンプ取替実施設計委託
　業務	
　㈱親和技術コンサルタント…840,000円
・小学校プール漏水改修工事
　㈱トサトーヨー…1,753,500円
■2月1日
・西谷小学校校舎耐震補強改修工事施工監理業務	
　㈱四国建築設計事務所…2,100,000円
・西谷小学校校舎耐震補強改修工事
　大進建設㈱…122,419,500円

子
ど
も
の
携
帯
電
話
や

パ
ソ
コ
ン
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

●
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
な
ど
で
「
無

料
」
と
宣
伝
し
て
い
る
ゲ
ー

ム
サ
イ
ト
で
す
が
、
有
料
の

ア
イ
テ
ム
等
を
購
入
し
な

け
れ
ば
ゲ
ー
ム
の
進
行
が

難
し
く
な
っ
て
い
て
、
す

べ
て
が
「
無
料
」
で
利
用

で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
当
然
、
通
信
費
も

別
途
か
か
り
ま
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
着
せ
替

え
ゲ
ー
ム
は
、
有
料
ア
イ

テ
ム
も
あ
り
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
購
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
「
無
料
」
で
ゲ
ー
ム
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

保
護
者
が
「
利
用
規
約
」

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
実

際
に
使
っ
て
み
る
な
ど
し
て
、

管
理
を
適
正
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
正
し
い

知
識
が
な
く
、
お
金
を
使
っ

て
い
る
と
い
う
感
覚
が
不
足

し
が
ち
で
す
。

　

保
護
者
が
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
利
用
状
況
を
把
握

し
、
し
っ
か
り
と
管
理
し
ま

し
ょ
う
。

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所　

総
務
課
内

　

消
費
生
活
相
談
窓
口

　
（
℡
９
６
４
‐
４
４
０
０
）

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
（
０
５
７
０
）
０
６
４
３
７
０

※
毎
週
月
曜
日
は
、
専
門
の

相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

多
重
債
務
で
お
悩
み
の
方
へ

　

皆
さ
ん
は
、
四
国
財
務
局

に
、
借
金
を
抱
え
悩
ん
で
お

ら
れ
る
方
々
の
た
め
の
「
相

談
窓
口
」
が
あ
る
こ
と
を
ご

存
知
で
す
か
。

　

多
重
債
務
問
題
は
必
ず
解

決
す
る
問
題
で
す
。
悩
ま
ず

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

必
要
に
応
じ
て
、
弁
護
士

や
司
法
書
士
な
ど
の
法
律
専

門
家
へ
の
引
継
ぎ
も
行
っ
て

い
ま
す
。

■
相
談
方
法

ま
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。
費

用
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
連
絡
先

香
川
県
高
松
市
中
野
町

26
番
１
号

四
国
財
務
局 

財
務
広
報
相

談
官

多
重
債
務
相
談
員

（
℡
０
８
７
・
８
３
１
・
２
１

５
５
）

（
FAX
０
８
７
・
８
６
２
・
８
７

８
０
）

■
受
付
時
間

月
曜
日
～
金
曜
日

９
時
～
12
時
、
13
時
～
17

時
※
祝
日
・
12
／
29
～
１
／
３

を
除
き
ま
す
。

消
費
者
力  

ア
ッ
プ  

通
信

　通　信

消費者力

UP

　入札の透明性を図るため、東温市では、市の
ホームページでも入札結果を公開しています。
　なお、公表の対象は市が発注した工事等で、
入札により契約したものです。
　ただし、契約金額・工期は変更される場合が
ありますので、ご注意ください。

東温市ホームページ
http://www.city.toon.ehime.jp/

結
果

にゅうさつ
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人
事
行
政
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す

　

市
職
員
の
給
与
は
、
国
や
他
の
地
方
公
共
団
体
の
職
員
お
よ
び
民
間
企
業
の
従
事
者
の
給
与
等

を
考
慮
し
て
、
市
議
会
の
議
決
を
経
て
条
例
で
定
め
て
い
ま
す
。
市
職
員
の
給
与
な
ど
の
人
事
行

政
を
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
そ
の
概
要
を
公
表
し
ま
す
。

①人件費の状況（一般会計決算）		 	

区 分 住民基本台帳人口
（21年度末）

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

B
人件費率
Ｂ／Ａ

21年度 人
34,619

千円
13,371,876

千円
655,999

千円
2,380,159

％
17.8

（注）人件費とは、市長などの特別職や職員に支払われた給料、手当および共済組合
　　 負担金等の総額です。

②職員給与費の状況（一般会計決算）	 	 	

区 分 職員数
Ａ

給　与　費 一人当たり
給与費Ｂ／Ａ給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

21年度 人
304

千円
1,035,971

千円
182,657

千円
394,728

千円
1,613,356

千円
5,307

（注）1　職員数は平成21年4月1日現在の人数です。
　　  2　職員手当には退職手当を含んでいません。

③職員の平均年齢、平均給料月額の状況　　　 　　　　（平成22年4月1日現在）	

区 分
一般行政職 技能労務職

平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額

東温市 43.8歳 319,100円 48.8歳 249,000円

国 41.9歳 325,579円 49.3歳 284,514円

④職員の初任給の状況　　　　　　　　　　　　　　　　（平成22年4月1日現在）	

区　　分 東温市 愛媛県 国

一般行政職
大学卒 172,940円 172,940円

Ⅰ種　185,800円

Ⅱ種　172,200円

高校卒 140,702円 140,702円 Ⅲ種　140,100円

技能労務職
高校卒 137,789円

中学卒 129,755円

⑤職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　　　（平成22年4月1日現在）	

区　　　分 経験年数10年～15年 経験年数15年～20年 経験年数20年～25年

一般行政職
大学卒 253,300円 305,200円 337,300円

高校卒 237,100円 278,300円 301,400円

技能労務職 高校卒 206,800円 221,700円 243,700円

⑥一般行政職の級別職員数の状況　　　　　　　　  　　（平成22年4月1日現在）	

区　　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 計

標 準 的 な
職 務 内 容

主事
主事補 主任 係長

主査
課長補佐
専門員

課長
事務局長

部長
課長 部長

職 員 数 20人 19人 76人 32人 16人 5人 3人 171人

構 成 比 11.7％ 11.1％ 44.4％ 18.7％ 9.4％ 2.9％ 1.8％ 100％

⑦特別職の報酬等の状況　　　　　　　　　　　　  　　（平成22年4月1日現在）	

区　分 給料月額等 区　分 報酬月額等

給 料

市　長　880,000円（△45,000円）
副市長　688,000円（△21,000円）
教育長　582,000円（△12,000円）

特例条例により、上記の額から（　）
内の額を減じた額が支給されます。

報 酬
議　長　398,000円
副議長　325,000円
議　員　299,000円

期末手当 （21年度支給割合）
3.10月分　　加算率15％ 期末手当（21年度支給割合）

 3.10月分　加算率15％
（注）1　特別職の報酬等は、市民等によって構成される「特別職報酬等審議会」の

          意見を聴いた上で、市議会の議決を経て決定されます。
　　2　市長、副市長、教育長の給料は、平成21年4月から3年間、「特別職の職員
　　　  等の給与の特例に関する条例」により減額されています。

〔 〕
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⑵期末手当・勤勉手当	
区　　分 期末手当 勤勉手当 計

平 成
2 1 年 度
支給割合

6月 1.25月 0.70月 1.95月

12月 1.50月 0.70月 2.20月

計 2.75月 1.40月 4.15月

加算措置
の 状 況

職制上の段階、職務の級
等による加算措置・役職
加算　10％～15％

⑧職員の手当の状況
⑴退職手当	

区　　分
東　温　市 国

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 23.5 月分 30.55月分 23.5 月分 30.55月分

勤続25年 33.5 月分 41.34月分 33.5 月分 41.34月分

勤続35年 47.5 月分 59.28月分 47.5 月分 59.28月分

最高限度額 59.28月分 59.28月分 59.28月分 59.28月分

その他の加算措置
定年前早期退職

特例措置
（2％〜20％加算）

定年前早期退職
特例措置

（2％〜20％加算）

一人当たり平均
支給額（21年度） 5,266千円 24,100千円

⑸その他の手当	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（平成22年4月1日現在）

手当名 　内容及び支給単価 国の制度
との異同

支給実績
（21年度決算）

支給職員一人当たり
平均支給年額

（21年度決算）

扶養手当
●配偶者13,000円
●その他の扶養親族6,500円
●満16歳から22歳までの子一人につき5,000円加算

同 39,601千円 259千円

住居手当 ●借家　上限27,000円
●持家　取得後5年まで2,500円　 異 14,565千円 214千円

通勤手当

交通用具使用の場合
●片道2㎞以上5㎞未満2,000円
●片道5㎞以上10㎞未満4,100円
●片道10㎞以上15㎞未満6,500円
●片道15㎞以上20㎞未満8,900円

同 9,792千円 43千円

管理職手当 ●部長（7級）12％　●次長（6級）11％
●課長（5級）10％　●所長（4級） 8％ 異 16,845千円 455千円

⑷特殊勤務手当　　	

支給実績
（21年度決算） 4,890千円

支給職員一人当たり平均支給
年額（21年度決算） 55千円

職員全体に占める手当支給職
員の割合（21年度） 29.3％

⑶時間外勤務手当　　	
支給実績（21年度決算） 69,427千円

職員一人当たり平均支給年額（21年度決算） 261千円

支給実績（20年度決算） 70,539千円

職員一人当たり平均支給年額（20年度決算） 257千円

主　

な　

用　

語　

の　

解　

説

■
人
件
費
の
状
況

【
表
①
】

平
成
21
年
度
の
一
般
会

計
の
歳
出
額
に
し
め
る

人
件
費
の
割
合
を
表
し

て
い
ま
す
。
職
員
に
支
払

わ
れ
た
人
件
費
の
総
額

は
、
23
億
８
千
15
万
９
千

円
で
、
歳
出
額
の
17
・

８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
件
費
と
は
、
市
長
な

ど
の
特
別
職
や
職
員
に

支
払
わ
れ
た
給
与
、
退

職
手
当
、
共
済
負
担
金
、

災
害
補
償
金
な
ど
を
い

い
ま
す
。

■
職
員
給
与
費
の
状
況【表

②
】

平
成
21
年
度
に
支
払
わ

れ
た
給
与
費
（
給
料
、
職

員
手
当
、
勤
勉
手
当
）
の

内
訳
で
す
。
職
員
に
支

払
わ
れ
る
給
与
費
は
、

16
億
１
千
３
百
35
万
６
千

円
で
、
一
人
当
り
の
平
均

は
５
百
30
万
７
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
職
員
の
平
均
年
齢
、
平
均

　

給
料
月
額
の
状
況【

表
③
】

一
般
行
政
職
と
技
能
労
務

職
の
平
均
年
齢
と
平
均
給

料
月
額
の
状
況
で
す
。

■
職
員
の
経
験
年
数
別･

学
歴

別
平
均
給
料
月
額
の
状
況

【
表
⑤
】

職
員
の
経
験
と
学
歴
か
ら

み
た
平
均
給
料
月
額
で
す
。

■
一
般
行
政
職
の
級
別
職
員

　

数
の
状
況

【
表
⑥
】

職
員
の
う
ち
、
一
般
行
政

職
の
職
員
数
の
状
況
を
し

め
て
い
ま
す
。

級
は
、
標
準
的
な
職
務
内

容
で
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
特
別
職
の
報
酬
等
の
状
況

【
表
⑦
】

特
別
職
の
う
ち
、
市
長
、

副
市
長
に
は
、
給
料
と
期

末
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い

ま
す
。

⑨職員の福利及び利益の保護の状況　　	
公費負担額（21年度決算） 職員一人当たりの公費負担額（21年度決算） 公費負担率（21年度）

2,385千円 7千円 50.0％
（注）市職員の福利厚生事業を行うため、㈶愛媛県市町村職員互助会に加入しています。

（注）1　自宅に係る住居手当について、国は平成21年12月に廃止しています。
　　 2　管理職手当について、国は平成19年4月から定額で支給しています。
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⑩定員管理の数値目標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）　

年度　

　行政区分

H22
4.1

3.31

H23
4.1

3.31

H24
4.1

3.31
H25.4.1 計

一
般
行
政
部
門

増　員 9 12 4 8 33

減　員 11 0 6 17

差　引 △ 2 12 △ 2 8 16

職員数
197 198 202

204
186 198 196

特
別
行
政
部
門

増　員 3 5 5 3 16

減　員 4 6 5 15

差　引 △1 △ 1 0 3 1

職員数
112 113 112

110
108 107 107

公
営
企
業
等
会
計

増　員 0 2 0 0 2

減　員 2 0 0 2

差　引 △ 2 2 0 0 0

職員数
37 37 37

37
35 37 37

計

増　員 12 19 9 11 51

減　員 17 6 11 34

差　引 △ 5 13 △ 2 11 17

職員数
346 348 351

351
329 342 340

■
定
員
管
理
の
数
値
目
標

【
表
⑩
】

第
１
次
集
中
改
革
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
、
分
掌
事
務
の

見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、

課
の
統
廃
合
を
行
っ
た
結

果
、
平
成
17
年
度
に
比
べ

て
14
名
の
職
員
数
を
削
減

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
国

や
県
か
ら
の
権
限
移
譲
や

住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に

よ
り
、
事
務
事
業
は
増
加

す
る
傾
向
に
あ
り
、
現
在

の
職
員
数
で
は
、
今
後
、

行
政
運
営
の
停
滞
な
ど
が

懸
念
さ
れ
る
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
平

成
24
年
を
目
標
と
す
る
施

策
の
展
開
、
将
来
の
新
た

な
行
政
需
要
の
増
加
等
を

考
慮
し
、
組
織
改
革
を
実

施
す
る
と
と
も
に
適
正
な

人
事
配
置
を
行
う
よ
う
努

力
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、

将
来
に
わ
た
り
年
齢
構
成

に
歪
み
が
生
じ
な
い
よ
う

新
規
採
用
職
員
の
平
準
化

を
図
り
ま
す
。

■
定
員
適
正
化
手
法
の
概
要

①
民
間
委
託

委
託
の
可
能
な
も
の
に
つ

い
て
は
、
委
託
化
を
進
め

ま
す
。

②
事
務
事
業
の
見
直
し

ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・

ビ
ル
ド
の
原
則
に
よ
り
行

政
需
要
に
対
応
し
た
組
織
・

機
構
改
革
を
行
い
ま
す
。

③
人
事
・
給
与
・
研
修
制
度

の
見
直
し

少
数
精
鋭
で
職
員
一
人
ひ

と
り
の
能
力
が
最
大
限
に

発
揮
で
き
る
組
織
運
営
を

確
立
し
ま
す
。

■
期
待
さ
れ
る
効
果

定
員
適
正
化
を
図
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
事
務
事
業
の

整
理
・
見
直
し
を
行
い
、

効
率
的
・
効
果
的
な
行
政

運
営
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
せ
先

市
役
所　

総
務
課

（
℡
９
６
４
・ 

４
４
０
０
）

定　

員　

管　

理　

の　

適　

正　

化

行 政 区 分 職　      　務　    　   部　       　門

一 般 行 政 部 門 議会、総務、税務、民生、衛生、労働、農林水産、商工、土木

特 別 行 政 部 門 教育、消防

公 営 企 業 等 会 計 水道、下水道、その他

（注）行政区分の内訳は以下のとおりです。
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プロの創作料理に地産地消を学ぶ

地域住民が支えあう環境づくり

拝志小で ｢地産地消料理教室｣

東温市社会福祉大会

　1月20日、拝志小学校で地元の食材を使った料理と
そのおいしさを体験する「地産地消料理教室」が開か
れ、6年生14名がプロの料理人の考案したレシピに挑
戦しました。今回食材に選ばれたのは、校内の学級園
で大切に育てられたサツマイモや市内で栽培されてい
る大根などです。松山市で居酒屋を営む菅野聖士さん
が講師となった教室では、ココナッツミルクをソース
にしたサツマイモプリンや大根餅など、発想力に富ん
だユニークなメニューに子どもたちは楽しみながら地
産地消を学んでいました。

　第6回目を迎えた東温市社会福祉大会が2月2日、中
央公民館大ホールで盛大に開催され、地域住民が支え
あう環境づくりについて、改めて意識を深めました。
社会福祉関係や地域住民ら約400名が参加した式典で
は、多年にわたり地域福祉の向上のため活躍された個
人や団体の皆さんに表彰状や感謝状を贈呈。その後、
市内で活動する手話サークル ｢ハッピー｣ によるボラ
ンティアグループ発表や萬翠荘館長の八木健さんによ
る ｢俳句と浪曲虎造節｣ と題した基調講演も行われ、
会場は最後まで熱気に包まれていました。

小学校スキー教室
白銀のゲレンデに
シュプールを描く

　昨年末からの寒波の影響で県内のスキー場は雪に恵まれ、
多くのスキーヤーやスノーボーダーで賑わいをみせました。
東温市内の各小学校でも1月下旬から2月中旬にかけて恒例
となったスキー教室が開かれ、白銀のゲレンデに子どもた
ちの元気な歓声が響きました。1月27日のスキー教室では、
川上小学校の6年生64名が久万スキーランドでスキーに挑
戦。スキー場に到着した児童たちは、早速、スキー靴に履
き替えてゲレンデに元気よく飛び出していきました。慣れ
ない雪に戸惑いながらも、指導員からスキーの楽しさを教
えられた子どもたちは、真っ白なゲレンデに思い思いのシュ
プールを描いていました。

CameraSketch

カ
メ
ラ
　
ス
ケ
ッ
チ

ま
ち
の
話
題
を
カ
メ
ラ
で
ス
ケ
ッ
チ
し
ま
す
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多彩な催しで交流を深める
東温市ボランティアフェスティバル

　第5回目を迎えた東温市ボランティアフェスティバ
ルが1月30日、川内公民館で開催されました。これは、
市内で活躍しているボランティアグループが一堂に会
し、市民と直接ふれあうことでボランティアの裾野を
広げようと毎年開かれているものです。フェスティバ
ルでは、ボランティア連絡協議会の宇和川会長の挨拶
のあと、19の団体がパネルを使って趣向にとんだ1分
間スピーチを披露。手品ショーや踊りなどの舞台発表、
スタンプラリー、バザーなど多彩な催しで交流を深め
ていました。

衰え知らずの華麗なテクニックを披露
セルジオ越後杯争奪戦サッカー大会

　セルジオ越後杯争奪戦東温サッカー大会が1月29・
30日の2日間、川上小学校体育館を主会場に開催され
ました。セルジオ越後さんを名誉顧問に迎えた歴史あ
るこの大会も19回目となり、市内外から16チーム、
約300名もの小学生が参加しました。ＡＦＣアジア
カップ決勝戦「日本対オーストラリア戦」の解説のた
め、セルジオ越後さんは残念ながら欠席となりました
が、往年の名選手をそろえる「アミーゴス」との親善
試合では、衰え知らずの華麗なテクニックを披露して
会場を沸かせていました。

本場仕込みのドイツ料理に挑戦

今、しあわせに生きる為に…

クラウス先生のおまかせクッキング！

東温市ＰＴＡ連合会講演会

　東温市では、子どもたちの健全育成を図るために市
内の小学生を対象とした ｢わんぱく広場｣ を開催して
います。1月29日、今年度5回目となる広場「クラウ
ス先生のおまかせクッキング！」が、中央公民館で開
かれ、約50名の団員がドイツ料理づくりに挑戦しま
した。ＡＬＴのクラウス先生が講師となった教室では、
エプロンと三角巾を身につけた子どもたちが、ひき肉
を使った本場仕込みのドイツ風ハンバーガーとドイツ
人のステファンさんが北海道で栽培したジャガイモを
使ったポテトサラダづくりを満喫していました。

　1月23日、中央公民館大ホールで、東温市ＰＴＡ連
合会主催の「堀内佳講演会」が開催されました。堀内
さんは、1歳の時、目の癌のため全盲となりましたが、
これまでに自分自身が感じたことなどを自ら作詞作曲
するシンガーソングライターとしてラジオなどで活躍
しています。「今、しあわせに生きる為に…」と題さ
れた講演では、希望を持ち諦めることなく生きてほし
いという熱弁とともに、心に響く歌を披露。詰めかけ
た250名の聴衆は、時を忘れて真剣な表情で聞き入っ
ていました。
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地域の文化財を火災から守る
市内２か所で文化財防火訓練

　1月29日と30日の二日間、文化財防火訓練が、国
の重要文化財がある則之内の三島神社と北方の医王寺
で行われました。この訓練は法隆寺金堂の壁画が火災
で焼損したことを教訓に定められた「文化財防火デー」
の趣旨に基づき、毎年この時期に実施しているもので
す。1月30日に行われた医王寺の防火訓練では、地元
の消防団員や地域住民、東温市消防署員ら約40名が
参加し、消防ポンプや消火器を使った実践さながらの
訓練に、地域の文化財を守ろうと真剣な表情を見せて
いました。

笑いで豊かな表現方法を学ぶ
西谷っ子モーリー寄席

　西谷小学校では今年度、文部科学省の「芸術表現体
験事業」の一環として、新居浜市で活動するアマチュ
ア落語家の ｢芸乃虎や志｣ さんを講師に迎えた講座を
開催し、笑いをとおした豊かな表現方法を学んできま
した。最終回となった1月22日には、桂一門のプロの
落語家や西谷小学校の子ども名人も参加する ｢西谷っ
子モーリー寄席｣ を一般に開放して盛大に開催。地域
住民もたくさん詰めかけて満席となった体育館には、
プロの落語家の独特の間合いや自在な声色に笑いの輪
が広がっていました。

小学生も参加してスケールアップ

ジャンルをこえた交流の輪を広げる

東温市ソフトボールフェスティバル ’11

ウィンターフェスティバル

　2月11日、12日、13日の3日間、東温市総合公園
をはじめとする市内の小中学校のグラウンドを会場
に「東温市ソフトボールフェスティバル ’11」が開か
れました。今回で5回目を迎えたフェスティバルは、
2017年の愛媛国体で市内開催が内定しているソフト
ボールの競技向上を目指し、東温市ソフトボール競技
力向上対策委員会が主催したものです。今回から、県
内の小学校から9チームも参加し、より盛り上がりを
見せた大会では、全国トップレベルの緊張感あふれる
好ゲームを次々と展開していました。

　総合型地域スポーツクラブとは、「いつでも・どこで
も・だれでも」スポーツに親しめる環境づくりを目指
して、各地域で活動を行っています。2日13日、総合
型地域スポーツクラブの「川内さくらクラブ」が主催
するウィンターフェスティバルが川内中学校を会場に
開催されました。第6回を迎えたフェスティバルでは、
愛媛銀行卓球部による卓球教室や松山フェニックスに
よる野球教室にあわせて、愛媛国体で市内開催が内定
している銃剣道の体験なども行われ、ジャンルをこえ
たスポーツの輪が広がっていました。
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幼
稚
園
児（
３
歳
児
）の

２
次
募
集
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
度
幼
稚
園
入
園
児

の
２
次
募
集
を
行
い
ま
す
。
募

集
年
齢
は
３
歳
児
が
対
象
で
す
。

○
入
園
資
格　
　

・
東
温
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

在
住
し
て
い
る
幼
児
。

・
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に

転
入
す
る
見
込
み
の
幼
児
。

○
３
歳
児
（
３
年
保
育
）

平
成
19
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
20
年
４
月
１
日
の
間
に
生

ま
れ
た
幼
児
。

・
重
信
幼
稚
園
（
若
干
名
）　

・
北
吉
井
幼
稚
園
（
若
干
名
）

・
川
上
幼
稚
園
（
若
干
名
）

・
東
谷
幼
稚
園
（
若
干
名
）

・
西
谷
幼
稚
園
（
若
干
名
）

○
諸
費
用

・
入
園
料
（
入
園
時
）
５
千
円

・
保
育
料
（
月　

額
）
５
千
円

・
そ
の
他
の
費
用　

給
食
費
等

○
申
込
方
法

各
幼
稚
園
に
あ
る
入
園
願
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

幼
稚
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

○
受
付
期
間

３
月
１
日
～
３
月
18
日

　

８
時
30
分
～
17
時

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

○
問
い
合
せ
先

重
信
幼
稚
園

（
℡
９
６
４
・ 

３
０
９
２
）

北
吉
井
幼
稚
園

（
℡
９
６
４
・ 

５
９
５
２
）　

川
上
幼
稚
園

（
℡
９
６
６
・ 

３
７
５
５
）

東
谷
幼
稚
園
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℡
９
６
６
・ 

３
７
０
８
）

西
谷
幼
稚
園
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℡
９
６
６
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５
８
５
０
）

学
校
教
育
課

（
℡
９
６
４
・ 

４
４
２
０
）

平
成
23
年
６
月
１
日
開
始

の
利
用
権
設
定
申
出
の
受

付
に
つ
い
て

○
利
用
権
設
定
と
は

農
地
の
貸
し
手
と
借
り
手
の

利
用
関
係
を
調
整
し
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関
係

者
の
同
意
を
得
て
、市
が
「
農

用
地
利
用
集
積
計
画
」
を
作

成
し
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と

で
安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借

り
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す
。

※
借
り
手
に
は
農
業
経
営
面
積

（
借
入
地
も
含
め
ま
す
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５
，

０
０
０
㎡
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上
必
要
で
す
。

○
利
用
権
設
定
な
ら

・
農
地
の
貸
借
に
つ
い
て
農
地

法
の
許
可
が
不
要
で
す
。

・
対
象
と
な
る
土
地
は
、
市
街
化

区
域
を
除
く
農
用
地
等
で
す
。

・
貸
し
た
農
地
は
期
限
が
く
れ

ば
離
作
料
を
支
払
う
こ
と
な

く
必
ず
返
っ
て
き
ま
す
。

・
利
用
権
の
再
設
定
に
よ
り
継

続
し
て
貸
す
こ
と
も
借
り
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

○
利
用
権
設
定
の
手
続
は

・
平
成
23
年
５
月
31
日
で
貸
借

期
限
の
切
れ
る
方
で
更
新
を

希
望
さ
れ
る
方
、
貸
借
期
限
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れ
て
い
る
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再
設
定
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望
さ
れ
る
方
、
今
回
新

規
に
設
定
さ
れ
る
方
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申
し

出
が
必
要
で
す
。

・
申
出
書
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、
平
成
23
年
４
月

15
日
㈮
ま
で
に
農
業
委
員
会

事
務
局
ま
た
は
川
内
支
所
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
出
書
は
農
業
委
員
会
事
務

局
（
市
役
所
２
階
）
ま
た
は

川
内
支
所
に
あ
り
ま
す
。

・
利
用
権
設
定
の
受
付
は
、
年

に
３
回
（
３
月
、４
月
、９
月
）

行
い
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
農
業
委
員

及
び
農
業
委
員
会
事
務
局
（
℡

９
６
４・
４
４
１
０
）
ま
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

ＳＰＯＴ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

スポットニュース
市役所から あなたへ

スポットニュース

学
校
教
育
課
か
ら

Tel.964-4420

農
業
委
員
会
か
ら

Tel.964-4410
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あ
お
ぞ
ら
広
場

　

地
域
の
親
子
が
集
え
る
場
所

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
親
子
で

楽
し
く
遊
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ

り
を
し
た
り
し
な
が
ら
、
友
達

づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
火
曜
日　

　

時　

間　

９
時
～
11
時

　

場　

所　
川
内
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

２
階

○
水
曜
日

　

赤
ち
ゃ
ん
広
場

　

時　

間　

９
時
～
11
時

　

場　

所　
川
内
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

２
階

○
木
曜
日　

　

時　

間　

９
時
30
分
～
11
時

　

場　

所　

さ
く
ら
こ
ど
も
館

※
火
・
水
・
木
曜　

自
由
開
放
日

　

時　

間　

13
～
16
時

　

場　

所　
川
内
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

２
階

育
児
相
談

　

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
な
こ

と
な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
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話
く

だ
さ
い
。

　

ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
家
庭
訪

問
い
た
し
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
と
う
お
ん
か
ら

　

利
用
会
員
（
子
育
て
を
助
け

て
欲
し
い
人
）
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協
力
会
員
（
子

育
て
の
手
助
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を
し
て

あ
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た
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人
）
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録
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化
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た
子
育
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援
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す
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録
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し
て
い
な
い
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利
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で
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ん
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事
前
に
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録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
協
力
会
員
大
募
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現
在
、
協
力
会
員
の
登
録

数
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
資

格
・
年
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等
不
問
で
す
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で
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「
フ
ァ
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・
サ
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セ
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と
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お
ん
」
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絡
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だ
さ
い
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○
フ
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ミ
サ
ポ
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よ
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フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
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ト
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ン
タ
ー
と
う
お
ん
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利
用
す
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ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て
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せ
し
ま
す
。

①
説
明
を
聞
き
、
会
員
登
録
を

し
ま
す
。
印
鑑
、
写
真
（
保

護
者
の
写
真
、
横
２
．５
㎝

×
縦
３
㎝
を
２
枚
）
が
必
要

で
す
。

②
サ
ポ
ー
ト
の
依
頼
を
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
ま
で
連
絡
し
ま
す
。

③
協
力
会
員
に
連
絡
を
し
ま
す
。

④
三
者
で
打
ち
合
せ
を
し
ま
す
。

⑤
依
頼
日
の
サ
ポ
ー
ト
支
援
を

実
施
し
ま
す
。

⑥
サ
ポ
ー
ト
支
援
終
了
後
サ

ポ
ー
ト
代
金
を
支
払
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

⑦
協
力
会
員
は
、
報
告
書
を
事

務
所
ま
で
提
出
し
ま
す
。
都

合
に
よ
り
早
め
の
打
ち
合
せ

を
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

★
３
月
の
「
フ
ァ
ミ
サ
ポ
広
場
」

・
日　

時

　

３
月
４
日
（
第
１
金
曜
日
）

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

３
月
18
日
（
第
３
金
曜
日
）

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分　
　

・
場　

所　

中
央
公
民
館

　
　
　
　
　

３
階　

和
室

応
援
し
ま
す
！

あ
な
た
の
子
育
て
！

　

東
温
市
で
は
、
地
域
に
お
け

る
総
合
的
な
子
育
て
支
援
を
行

う
拠
点
と
し
て
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

○
開
設
時
間

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
（
月
～
金
曜
日
）

子
育
て
・
サ
ポ
ー
ト
・

親
子
遊
び
の
広
場

（
月
１
回
第
２
火
曜
日
）

　

親
子
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
子

育
て
の
楽
し
さ
や
悩
み
な
ど
を
気

軽
に
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う
。

　
○
日　

時

　

３
月
８
日
㈫

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

○
内　

容　

ひ
な
ま
つ
り

　

お
雛
様
を
作
ろ
う

○
場　

所　

中
央
公
民
館

　

２
階　

大
ホ
ー
ル

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

  Tel.966-2080

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
と
う
お
ん
か
ら

Tel.990-1130

ＳＰＯＴ ＮＥＷＳ

4月1日から、市営志津川墓園の申込資格は、
東温市に本籍または住所がある方のみとしま
すのでお知らせします。

市役所  市民環境課（℡ 964-4415）
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1月の東温消防救急出場数

自損行為 1件（1％）

急病
70件
（59％）

労働災害
1件（1％）

一般負傷
22件（18％）

交通事故
17件
（14％）

転院搬送
8件（7％）

総数
119件

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

　

無
料
発
行
期
間
は

３
月
31
日
ま
で
で
す

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、

本
人
確
認
を
行
う
際
に
利
用
で

き
る
公
的
な
身
分
証
明
書
で

す
。

　

現
在
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
の
利
用
促
進
の
た
め
発
行
手

数
料
を
無
料
と
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
今
月
31
日
で
手
数
料
無

料
期
間
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

あ
な
た
も
こ
の
機
会
に
便
利

で
お
得
な
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
を
取
得
さ
れ
て
は
い
か
が
で

す
か
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

・
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、

身
障
者
手
帳
、
健
康
保
険
被

保
険
証
な
ど
官
公
庁
が
発
行

し
た
身
分
証
明
書

※
健
康
保
険
被
保
険
証
な
ど
写

真
付
き
で
は
な
い
身
分
証
明

書
を
お
持
ち
に
な
っ
た
場
合

は
、
郵
送
に
よ
る
本
人
照
会

を
行
い
ま
す
。
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
の
即
日
で
の
交
付

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

・
印
鑑

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
交
付

申
請
書

※
カ
ー
ド
の
申
請
書
は
、
市
役

所
市
民
環
境
課
の
窓
口
に
あ

り
ま
す
。

○
注
意
事
項

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、

市
民
カ
ー
ド
（
印
鑑
登
録
証
）

と
は
全
く
別
の
カ
ー
ド
で

す
。
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

は
住
民
す
べ
て
の
方
が
必
ず

作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
せ
先

　

市
役
所　

市
民
環
境
課

　
（
℡
９
６
４
・ 

４
４
０
４
）

水
道
検
針
票
が変

わ
り
ま
す

　

東
温
市
で
は
毎
月
21
日
頃
か

ら
月
末
に
か
け
て
水
道
メ
ー

タ
ー
の
検
針
に
お
伺
い
し
て
い

ま
す
。

　

検
針
に
お
伺
い
し
た
時
に
、

「
水
道
使
用
量
の
お
知
ら
せ
」

（
奇
数
月
）、「
水
道
使
用
量
確

認
票
」（
偶
数
月
）
を
お
渡
し

し
て
お
り
ま
す
が
、
３
月
か
ら

レ
イ
ア
ウ
ト
が
変
更
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
奇
数
月
に
お
渡
し

し
て
お
り
ま
す
「
水
道
使
用
量

の
お
知
ら
せ
」に
つ
き
ま
し
て
は
、

次
の
と
お
り
項
目
が
追
加
さ
れ

ま
す
。

①
請
求
月
の
表
示

②
合
計
請
求
予
定
額
の
表
示

③
合
計
領
収
額
の
表
示

　

検
針
票
に
は
使
用
水
量
が
記

載
さ
れ
て
お
り
、
毎
月
確
認
す

る
こ
と
で
漏
水
を
早
期
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
い
つ
で
も
見

や
す
く
正
し
い
検
針
が
で
き
る

よ
う
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

                                   

○
問
い
合
せ
先

　

市
役
所 

水
道
課 

　
（
℡
９
６
４
・ 

４
４
１
６
）

六価クロム地下水モニタリング調査結果
（1月18日採水分）

　牛渕地区六価クロムの地下水等モニタリ
ング調査地点（６箇所）のうち、１地点の観
測用井戸で環境基準値（0.05mg／㍑以下）
を超える値（0.16mg／㍑）が検出されまし
た。なお、周辺に常用的な飲用井戸もなく、
人の健康等への影響を及ぼすおそれはあり
ません。　　　  市民環境課（℡964－4415） 

市民環境課からお知らせです

市
民
環
境
課
か
ら

Tel.964-4404

水
道
課
か
ら

Tel.964-4416

①請求月を
　表示します。

②上下水の合
計 請 求 予 定
金 額 を 表 示
します。

③口座振替時
の合計領収
額を表示し
ます。
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全
国
山
火
事
予
防
運
動

　

総
務
省
消
防
庁
で
は
、
毎
年
、

消
防
記
念
日
を
最
終
日
と
す
る

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
７

日
間
、
火
災
予
防
に
対
す
る
意

識
を
高
め
、
火
災
の
発
生
と
被

害
を
防
ぐ
た
め
、
全
国
火
災
予

防
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

例
年
、
こ
の
時
期
は
、
空
気

が
乾
燥
し
、
森
に
積
も
っ
た
落

葉
が
燃
え
や
す
い
状
態
に
な
っ

て
い
る
こ
と
に
加
え
、
季
節
風

が
強
い
と
い
う
気
象
条
件
が
重

な
り
、
小
さ
な
火
で
も
燃
え
広

が
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

火
の
消
し
忘
れ
な
ど
ち
ょ
っ

と
し
た
不
注
意
が
、
大
き
な
山

火
事
に
な
り
ま
す
の
で
、
山
の

中
で
火
を
使
う
と
き
に
は
、
気

象
状
況
や
周
囲
に
燃
え
や
す
い

も
の
が
な
い
か
な
ど
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

重 信 地 区 ペ ッ ト・ プ ラ
そ の 他 粗 大 ご み 空 き 缶・ 金 属 類

び ん・ ガ ラ ス 類

樋口・上村 13日・27日 20日 6日
横河原・八反地・田窪 6日・20日
志津川（八反地除く） 13日・27日 6日・20日

見奈良

13日・27日

20日・23日 6日
田窪団地 20日
下　林 20日・23日 6日・20日

上記以外の地区 23日

川 内 地 区 ペット・プラ 粗 大 ご み 等 び ん ・
ガ ラ ス 類

空 き 缶・
金 属 類

東 谷・西 谷・土 谷・
滑 川・ 奥 松 瀬 川 4日・18日 14日 10日 24日

北 方 東・ 北 方 西・
南 方 東・ 南 方 西 2日・16日 15日 11日 25日

町 東・ 町 西・ 前 松
瀬 川・ 横 灘 団 地 3日・17日 16日 09日 23日

3月の不燃物収集日程表

東
温
市
消
防
署
か
ら

Tel.964-5210
東温市役所ファックス一覧表
【代表】 964-1609

市役所（本庁）
　１階　　　　 964-4446
　２階　　　　 964-4447
　４階　　　　 964-4449
　５階　　　　 960-5186
川内支所	 966-5679

東 温 市 役 所 電 話 一 覧 表
【代表】☎964-2001

総務課	 ☎ 964-4400
企画財政課	 ☎ 964-4401
税務課	 ☎ 964-4403
川内支所【代表】	☎ 966-2222
社会福祉課	 ☎ 964-4406
健康推進課	 ☎ 964-4407
川内健康センター	☎ 966-2191
保険年金課	 ☎ 964-4408
市民環境課
　戸籍・住民	 ☎ 964-4404
　環境・新エネ	☎ 964-4415
農林振興課	 ☎ 964-4409
産業創出課	 ☎ 964-4414
まちづくり課	 ☎ 964-4412
国土調査課	 ☎ 966-2190
下水道課	 ☎ 964-4417
会計課	 ☎ 964-4402
水道課	 ☎ 964-4416
学校教育課	 ☎ 964-4420
生涯学習課	 ☎ 964-1500
中央公民館【代表】	☎ 964-1500
川内公民館【代表】	☎ 966-4721
図書館	 ☎ 964-3414
　〃（川内分館）	☎ 966-4721
歴史民俗資料館	☎ 964-0701
学校給食センター	☎ 966-6322
農業委員会事務局	☎ 964-4410
監査事務局	 ☎ 964-4419
議会事務局	 ☎ 964-4422
東温市消防署	 ☎ 964-5210
さくらの湯	 ☎ 960-6511
福祉館	 ☎ 966-3306

●3月21日㈪の「燃やすごみ」は平常どおり収集します。

　災害が発
生し、または

発生する恐
れのある場

合、

市役所総務
課内に災害

対策本部が
設置されます

。
災害に備えて“

いざ”というと
きの連絡先

災害に備えて“
いざ”というと

きの連絡先

ＳＰＯＴ ＮＥＷＳ



　

グ
ラ
ッ
シ
ュ
の
レ
シ
ピ

　

今
年
の
初
め
は
お
料
理
の
レ
シ
ピ
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は 

「
グ
ラ
シ
ュ
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

 

「
グ
ラ
シ
ュ
」は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
伝
統
的
な
シ
チ
ュ
ー
で
す
。一
般
的
に
牛
肉
を
使
い
、

パ
プ
リ
カ
で
風
味
付
け
し
ま
す
。
そ
れ
で

は
、
こ
ち
ら
が
レ
シ
ピ
で
す
。

　

材
料
（
４
人
分
）
は
、
シ
チ
ュ
ー
用
の

牛
肉
（
８
０
０
グ
ラ
ム
）
ス
ラ
イ
ス
し
た

玉
ね
ぎ
（
４
０
０
グ
ラ
ム
）
オ
リ
ー
ブ
オ

イ
ル
（
大
さ
じ
２
）
ざ
ら
め
砂
糖
（
大
さ

じ
２
）
パ
プ
リ
カ
パ
ウ
ダ
ー
（
小
さ
じ
２
）

に
ん
に
く
（
２
か
け
・
つ
ぶ
す
）
ケ
チ
ャ
ッ

プ（
１
２
０
㎖
）塩（
小
さ
じ
２
）水（
５
０
０

㎖
）
で
す
。

　

作
り
方
は
、
牛
肉
を
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

で
色
が
付
く
ま
で
炒
め
ま
す
。
そ
の
他
の

材
料
を
全
て
入
れ
、
沸
騰
し
た
ら
火
を
弱

め
と
ろ
火
で
１
時
間
半
ぐ
つ
ぐ
つ
煮
ま
す
。

お
好
み
で
生
ク
リ
ー
ム
を
１
０
０
㎖
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
パ
セ
リ
を
ち
ら
し
ま
す
。
パ
ス

タ
か
茹
で
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
一
緒
に
い
た

だ
く
の
が
お
す
す
め
で
す
。（
付
け
合
せ
：

サ
ラ
ダ
）  

　

料
理
と
食
事
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い

ね
。 

ク
ラ
ウ
ス
・
デ
ィ
ー
タ
ー
・
オ
ル
ト

　
き
ら
り
東
温
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

　

１
月
29
日
、
愛
媛
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
館
長
の
亀
岡
マ
リ
子
先
生
か

ら
「
家
庭
も
地
域
も
愉
快
に
男
女
共
同
参
画
」
の
テ
ー
マ
で
、
ご
講
義
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
自
分
た

ち
の
経
験
や
こ
う
あ
り
た
い
な
ど
活
発
な
発
表
が
あ
り
、
自
分
の
家
庭
や

地
域
で
の
在
り
方
を
考
え
る
と
て
も
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
者

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
と
て
も
良
か
っ
た
」「
資
料
な
ど
で
提
示
し
て
い
た

だ
き
、
男
女
共
同
参
画
の
本
来
の
意
味
が
よ
く
わ
か
っ
た
」「
お
話
を
聞
き
、

参
加
だ
け
で
な
く
参
画
グ
ル
ー
プ
に
入
ら
な
く
て
は
と
思
っ
た
」
な
ど
、

本
日
の
学
習
会
で
学
ん
だ
こ
と
が
更
な
る
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

　
手
作
り
写
真
パ
ネ
ル
展
『
蝶
の
来
る
庭
』

　

ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ
ハ
の
一
生
と
、
関
連
す
る
写
真
を
テ
ー
マ
ご
と
に
集
め

た
手
作
り
写
真
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

○
日　

時　

３
月
11
日
㈮
～
３
月
31
日
㈭

○
場　

所　

中
央
公
民
館　

１
階　

ロ
ビ
ー

○
テ
ー
マ　

｢

蝶
の
来
る
庭
」
ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ
ハ
の
一
生
な
ど

㈱電通ワークスがLED防犯灯を寄贈

　２月８日、㈱電通ワークスから東温市
へＬＥＤ防犯灯10基が寄贈されました。
このＬＥＤ防犯灯は、電通グループが展
開する環境改善活動の一環として広く普
及が期待されているもので、防犯灯を受
け取った髙須賀市長は、「安全で安心のま
ちづくりのために役立てます。」と感謝の
言葉を述べていました。

24広報とうおん　3.1.2011

　「ふれあい広場」に耳寄りな情報をお寄せください。「満１歳ハッピーバースデー」
のコーナーでは、市内にお住まいで発行月に満1歳の誕生日を迎えられるお子さ
んの顔写真とコメントを掲載しています。3月10日までに総務課(℡964-4400 
soumka@city.toon.ehime.jp)へ写真とコメントをお寄せください｡

Ａ
Ｌ
Ｔ
か
ら

一
言

ち
ょ
っ
と

Let me begin the New Year with a series of cooking recipes.  This time I want to talk 
about goulash.  Traditionally, goulash is a Hungarian stew typically made with beef and 
flavored with paprika.  So here comes the recipe:
Ingredients

800 grams stew beef	 2 cloves garlic, crushed
400 grams sliced onions	 3/4 cup ketchup
2 tablespoons olive oil	 2 teaspoons salt
2 tablespoons brown sugar	 3 cups water
2 teaspoons paprika powder	

Directions:
Brown the meat in the olive oil. Add the other ingredients and boil. Turn heat down to 
low and simmer for 1 1/2 hours.  If desired add some cream (100ml or so) and sprinkle 
parsley over the goulash.  Best served with noodles or boiled potatoes.  Side 
dish: salad.
Happy cooking and I hope you will enjoy this meal.



大亀財団スポーツ賞 ｢菜の花賞｣

　スポーツに貢献した個人や団体を讃え
る大亀財団スポーツ賞の表彰式が２月９
日、松山市で開催され、名本繁樹さんが、
｢菜の花賞｣ を受賞されました。今回の受
賞は名本さんの長年にわたるサッカーの
指導や「セルジオ越後杯争奪戦東温サッ
カー大会」の開催など、サッカーの普及
に尽力されたことが認められたものです。

2月生まれの
満1歳児募集！

2月生まれの
満1歳児募集！

いつも元気で、よく食べるこたちゃん。
お兄ちゃんやお姉ちゃんみたいにたくま
しくそだってね。

かわいい笑顔をいつもありがとう!元気
に大きくなってね。

南　

方

南　

方

大
西 

琥こ

た太
郎ろ

う
く
ん

合
田　

咲さ

く

ら愛
ち
ゃ
ん

（
３
月
26
日
）

（
３
月
29
日
）

準優勝の男子チーム
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１
月
８
・
９
日
に
高
知
県
で
第
12
回

四
国
近
県
交
歓
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、
中
四
国
や
近

畿
地
方
か
ら
２
１
８
も
の
チ
ー
ム
が

参
加
し
ま
し
た
。
川
上
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
は
、
５

年
生
以
下
の
部
（
２
部
リ
ー
グ
）
で

準
優
勝
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

 

新
春
川
柳
大
会

秀　

句　
　
　
　
　

 

小
川　

清　

報

「
雪
」

早
起
き
し
足
跡
つ
け
る
雪
の
道

中
山　

い
ず
み

雪
吊
り
へ
加
賀
の
男
の
技
が
さ
え

三
好　

幸
子

「
間
違
い
」

計
算
を
ひ
と
つ
間
違
え
今
が
あ
る

永
嶋　

キ
ヨ
子

間
違
い
の
一
字
名
句
の
命
取
る

北
下　

道
夫

「
居
眠
り
」

居
眠
り
を
テ
レ
ビ
が
映
す
金
バ
ッ
ジ

　
　
　
　
　
　
　

脇
坂　

侘
助

居
眠
り
の
妻
へ
毛
布
を
そ
っ
と
掛
け

　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

武
士

　

毎
週
日
曜
日
の
午
前
中
、
南
吉

井
小
学
校
体
育
館
で
、
２
０
１
７

年
に
開
催
さ
れ
る｢

え
ひ
め
国
体｣

へ
の
出
場
を
目
指
し
て
練
習
し
て

い
ま
す
。

　

是
非
、
お
気
軽
に
、
見
学
・
体

験
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

愛
媛
ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ

目
指
せ
！
え
ひ
め
国
体

　

１
月
16
日
に
松
山
市
で
「
二
神

杯
・
第
７
回
四
国
ジ
ュ
ニ
ア
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

愛
媛
県
内
や
四
国
各
県
の
中
学

校
の
参
加
チ
ー
ム
の
中
で
、
唯
一

の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
あ
る
愛
媛

ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ
男
子
チ
ー
ム
が
準

優
勝
、
新
居
浜
Ｊ
Ｈ
Ｃ
と
の
合
同

チ
ー
ム
で
臨
ん
だ
女
子
チ
ー
ム
が

５
位
と
い
う
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
渡
部
秀
祐
君
（
川
内
中

２
年
）
が
最
優
秀
選
手
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

愛
媛
ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ
は
、
東
温

市
内
外
の
小
学
生
や
中
学
生
の
男

女
約
60
名
で
活
動
し
て
い
る
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
で
す
。
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平
成
23
年
度

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

推
進
標
語
を
募
集
し
ま
す

　

国
土
交
通
省
で
は
、
毎
年
８

月
を
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

と
し
て
、
道
路
の
正
し
い
利
用

や
道
路
愛
護
活
動
の
推
進
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
一
環
と
し
て
、
平
成
23

年
度
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

推
進
標
語
を
広
く
一
般
か
ら
募

集
し
ま
す
。

○
テ
ー
マ

道
路
は
、
生
活
の
向
上
と
経

済
の
発
展
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
国
民
共
有
の
、
つ
ま

り
あ
な
た
の
財
産
で
す
。
み

ん
な
が
道
路
と
親
し
み
、
ふ

れ
あ
い
、
常
に
広
く
、
美
し

く
、
安
全
に
共
に
楽
し
く
利

用
し
、
子
孫
に
受
け
継
い
で

い
き
ま
し
ょ
う
。

○
応
募
資
格

小
学
生
以
上
の
方
か
ら
応
募

で
き
ま
す
。

○
応
募
方
法

官
製
は
が
き
ま
た
は
パ
ソ
コ

ン
・
携
帯
電
話
の
電
子
メ
ー

ル
で
応
募
で
き
ま
す
。

※
１
人
が
い
く
つ
で
も
応
募
で

　

き
ま
す
。

・
官
製
は
が
き
の
場
合

官
製
は
が
き
１
枚
に
つ
き
、

標
語
１
点
と
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
・
性
別
・
年
齢
・

応
募
部
門
の
別
を
記
入
の
う

え
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

・
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
の
電

　

子
メ
ー
ル
に
よ
る
場
合

メ
ー
ル
本
文
に
、
標
語
と

必
要
事
項
を
記
載
の
う
え
、

dourohyougo23@
m

lit.
go.jp

に
送
信
し
て
く
だ
さ

い
。

○
応
募
締
切

　

３
月
31
日
㈭
ま
で

○
入
賞
発
表

入
賞
作
品
は
本
人
に
直
接
通

知
す
る
と
と
も
に
、
機
関
紙

等
に
発
表
し
ま
す
。

○
あ
て
先

〒
１
０
０
‐
８
９
１
８

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関

２
‐
１
‐
３

国
土
交
通
省　

道
路
局

道
路
交
通
管
理
課　

標
語
担
当

愛
媛
県
立
松
山
東
高
等
学
校

通
信
制
課
程
生
徒
募
集

　

松
山
東
高
校
の
通
信
制
を
ご

存
知
で
す
か
。

 

本
校
は
、
公
立
で
は
、
愛
媛

県
内
で
唯
一
の
通
信
制
課
程
の

高
等
学
校
で
す
。

  

レ
ポ
ー
ト
学
習(

自
宅
で
の

学
習)

、
ス
ク
ー
リ
ン
グ(

学

校
で
の
学
習)

を
所
定
の
回
数
、

時
間
を
満
た
し
て
試
験
に
合
格

す
れ
ば
単
位
が
修
得
で
き
ま

す
。

　

３
年
以
上
の
修
業
、
74
単
位

以
上
の
単
位
修
得
な
ど
の
必
要

条
件
を
満
た
せ
ば
、
全
日
制
や

定
時
制
の
高
校
と
同
じ
高
等
学

校
卒
業
の
資
格
が
得
ら
れ
ま

す
。
卒
業
後
は
大
学
や
専
門
学

校
な
ど
へ
の
進
学
の
道
も
あ
り

ま
す
。
現
在
、
十
代
か
ら
六
十

代
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
の
生

徒
７
０
０
名
近
く
が
勉
学
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　

本
校
の
特
色
は
、
愛
媛
県
内

ど
こ
か
ら
で
も
、
誰
で
も
、
年

齢
を
問
わ
ず
、
働
き
な
が
ら
、

家
事
を
し
な
が
ら
、自
分
の
ぺ
ー

ス
で
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る

点
に
あ
り
ま
す
。
書
類
や
面
接

に
よ
り
入
学
を
決
定
し
ま
す
。

　

入
学
を
希
望
さ
れ
る
方
、
興

味
の
あ
る
方
は
、
ま
ず
、
本
校

ま
で
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
説
明
し
ま
す
。

　

な
お
、
卒
業
資
格
に
は
関
係

な
く
、
自
分
の
好
き
な
科
目
を

学
習
で
き
る
「
聴
講
生
」
の
制

度
も
あ
り
ま
す
。
聴
講
生
の
受

付
は
、
４
月
１
日
㈮
～
４
月
８

日
㈮
の
予
定
で
す
の
で
、
こ
ち

ら
の
方
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
入
学
資
格

・
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方

・
平
成
23
年
３
月
中
学
校
卒
業

見
込
み
の
方
ま
た
は
中
等
教

育
学
校
前
期
課
程
修
了
見
込

み
の
方

B O X

情
報
ボ
ッ
ク
ス

Information

集

募
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・
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

・
高
校
を
中
途
退
学
し
た
方

○
出
願
期
間

・
新
入
学

　

２
月
10
日
㈭
～
４
月
５
日
㈫

・
編
入
学

　

２
月
10
日
㈭
～
３
月
22
日
㈫

※
編
入
学
と
は
、
過
去
に
高
校

に
在
学
し
、
あ
る
程
度
の
単

位
を
修
得
し
て
い
る
方
が
、
対

象
で
す
。
過
去
に
高
校
の
在

入
学
を
希
望
す
る
場
合
の
入

学
籍
経
験
が
あ
っ
て
も
、
第
１

学
年
の
途
中
で
退
学
し
、
単

位
の
修
得
数
が
０
の
人
は
新

入
学
と
な
り
ま
す
。

○
問
い
合
せ
先

〒
７
９
０
‐
８
５
２
１

松
山
市
持
田
町
２
‐
２
‐
１
２

愛
媛
県
立
松
山
東
高
等
学
校

通
信
制
課
程

 

（
℡
９
４
５
・ 

０
１
３
１)

テ
ニ
ス
教
室
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す

　

東
温
市
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、

テ
ニ
ス
教
室
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

健
康
の
た
め
に
汗
を
か
き

た
い
方
、
日
頃
の
運
動
不
足

を
解
消
し
た
い
方
、
私
た
ち

と
テ
ニ
ス
を
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

　

初
心
者
の
方
も
歓
迎
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

○
コ
ー
ス

・
ジ
ュ
ニ
ア
（
小
学
生
）
の
部

・
ジ
ュ
ニ
ア
（
中
・
高
校
生
）

の
部

・
一
般
（
初
心
者
）
の
部

・
一
般
（
初
・
中
級
者
）
の
部

○
日　

時

　

毎
週
日
曜
日　

　

９
時
～
11
時

　
（
２
時
間
程
度
）

○
会　

場

　

東
温
市
総
合
公
園

　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
西
岡
）

○
費　

用

・
ジ
ュ
ニ
ア　

　

一
か
月　

１
，
０
０
０
円

・
一　

般　
　
　

　

一
か
月　

１
，
５
０
０
円

○
問
い
合
せ
先

　

東
温
市
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局

　

桐
野　

彰
紀

　
（
０
９
０
・
７
１
４
５
・
８
０
６
４
）

国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
ま
し
ょ
う

　

皆
さ
ん
は
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

平
成
23
年
度
の
国
民
年
金

保
険
料
額
は
、
１
か
月
１
５
，

０
２
０
円
で
す
。（
平
成
22
年

度
の
保
険
料
の
１
５
，１
０
０

円
か
ら
80
円
値
下
げ
）

　

国
民
年
金
は
、
老
後
や
も

し
も
の
時
に
あ
な
た
の
大
き

な
支
え
と
な
り
ま
す
。
保
険

料
の
納
め
忘
れ
が
続
く
と
老

後
に
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
ば
か
り
か
、

納
付
が
遅
れ
る
こ
と
で
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
を
受
け
取

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
お
送
り
す
る
納
付
書

に
よ
り
、
全
国
す
べ
て
の
金
融

機
関
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

も
し
も
の
時
に
後
悔
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
保
険
料
は
き

ち
ん
と
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ

う
。
納
期
は
翌
月
末
で
、
２
年

経
過
す
る
と
時
効
に
よ
り
納
め

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
せ
先

　

市
役
所　

保
険
年
金
課

　
（
℡
９
６
４
・ 

４
４
０
８
）

　

松
山
東
年
金
事
務
所

　
（
℡
９
４
６
・ 

２
１
４
６
）

Information Box

月　日 キック
オフ 対戦相手

3月05日㈯ 14:00 コンサドーレ札幌

3月19日㈯ 16:00 カターレ富山

4月02日㈯ 14:00 横浜FC

4月17日㈰ 16:00 水戸ホーリーホック

4月30日㈯ 16:00 ギラヴァンツ北九州

　飛躍の年を迎える愛媛FCの
2011シーズンがいよいよ開幕
します。
　Ｊ2参入6年目の愛媛ＦＣを熱
狂のホームスタジアムで応援し
ましょう。

■3･4月のホームゲーム試合日程表

サ ポーターになろう

年金手帳

●●
銀行

せ

ら

知

お
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プ
チ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
ダ
！

　

世
界
に
飛
び
出
せ
！

　
　
　
　

キ
ッ
ズ
広
場
！！

　

世
界
56
か
国
を
訪
れ
た
講
師

の
皆
さ
ん
が
、
英
語
や
国
際
マ

ナ
ー
を
わ
か
り
や
す
く
指
導
す

る
教
室
で
す
。　

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

○
日　

時

　

３
月
９
日
㈬

　

16
時
30
分
～
17
時
20
分

○
場　

所

　

中
央
公
民
館　

２
階

　

研
修
室
等

○
受
講
料

　

１
回
に
つ
き
５
０
０
円

　

教
材
費
等
自
己
負
担

○
保
険
料

　

６
０
０
円

初
回
の
み
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保

険
が
必
要
で
す
。

○
受
講
資
格

市
内
の
小
学
校
・
中
学
校
に

通
う
児
童
生
徒

○
申
込
先

　

生
涯
学
習
課

　

(

℡
９
６
４
・ 

１
５
０
０)

プ
チ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
ダ
！

わ
く
わ
く
工
作
ラ
ン
ド

　

針
金
を
使
っ
て
、
い
ろ
ん
な

物
を
作
る
教
室
で
す
。

　

親
切
な
講
師
が
丁
寧
に
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
く
れ
ま
す
。
放
課

後
は
、中
央
公
民
館
に
集
ま
れ
。

○
日　

時

　

３
月
16
日
㈬

　

16
時
15
分
～
17
時
15
分

○
場　

所

　

中
央
公
民
館　

３
階

　

会
議
室

○
受
講
資
格

市
内
の
小
学
校
・
中
学
校
に

通
う
児
童
生
徒

○
申
込
先　

生
涯
学
習
課

　

(

℡
９
６
４
・ 

１
５
０
０)

郷
土
史
講
座

○
日　

時　

３
月
13
日
㈰

　

13
時
30
分
～
15
時

○
場　

所　

川
内
公
民
館

　

２
階　

第
１
会
議
室

○
講　

師　

東
温
市
商
工
会 

　

エ
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○
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無
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施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

東
温
市
教
育
委
員
会
で
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
市
の

施
設
を
予
約
で
き
る
、
施
設
予

約
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
い
ま

す
。

　

ご
利
用
し
た
い
方
は
、
東
温

市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
コ

ン
テ
ン
ツ
か
ら
施
設
予
約
シ
ス

テ
ム
を
選
ん
で
入
力
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
利
用
説
明
書
に
つ
い

て
は
、
中
央
公
民
館
、
川
内
公

民
館
と
ツ
イ
ン
ド
ー
ム
に
も
用

意
し
て
い
ま
す
。

福祉館地域交流促進講座の
参加者を募集します！

　東温市福祉館で
は、平成23年度の
各講座参加者を募
集します。
　申込用紙は福祉
館にあります。参
加ご希望の方は、福祉館まで保険料
等（登山教室は印鑑）を添えてお申
し込みください。受付期間は、3月
3日午前9時から3月15日午後5時ま
でです。それぞれ定員になり次第締
め切りますので、お早めにお申し込
みください。
※参加者は、市内在住か勤務先を市
　内に有する方に限ります。

問合先　東温市福祉館（℡966－3306）

講座名 日　時 内　容 定　員

健康
体操

4月中旬より
年間24回の開催
◎Ａグループ
　第2、4火曜日
◎Ｂグループ　

第1、3、5火曜日
19時30分～
1時間30分程度
場　所　福祉館

ストレッチやチュ－ブ体操
などで健康づくりを進め、
交流を深める。
講師　山師矢子美氏（予定）
年間スポ－ツ保険料
1,600円
※23年度は、より多くに方

に利用していただくため、
年24回の2グループにて
開催します。但し、両方
のグループに入会するこ
とはできません。

各30名
×

2グループ
計60名

登山
教室

年間を通じて
（土・日・祝日）

11回

自然に親しみ、自然から学
び、山登りを通じて交流を
深める。（初・中級）
講師　矢野俊次氏（予定）
年間スポーツ保険料
1,600円
年会費　2,000円
㊟別途参加者負担金が必要

70名

東温市福祉館から

扉

の

び

学
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「
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。
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。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

○
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君
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先
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○
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第
３
・
４
水
曜
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（
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分
～
15
時
30
分
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○
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中
央
公
民
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１
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婦
人
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○
会　

費

　

毎
月　

２
，５
０
０
円
程
度

※
テ
キ
ス
ト
は
各
自
で
用
意

○
問
い
合
せ
先　

上
田
ま
で

　
（
℡
９
６
４
・ 

０
３
７
２
）

図
書
館
特
別
休
館
に
つ
い
て

　

図
書
館
は
基
本
的
に
月
末

日
の
み
を
休
館
（
川
内
分
館
は

異
な
る
）
し
て
お
り
ま
す
が
、

３
月
に
年
に
一
度
の
蔵
書
点

検
の
た
め
本
館
・
川
内
分
館
・

移
動
図
書
館
車
共
に
長
期
休

館
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
様
に
は
、
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
図
書
の

管
理
上
、
大
切
な
作
業
に
な
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
休
館
期
間

　

３
月
１
日
㈫
～
３
月
11
日
㈮

※
返
却
は
、
夜
間
返
却
口
・

返
却
ボ
ッ
ク
ス
が
利
用
で

き
ま
す
。

新　

刊　

案　

内

★
小
説
・
エ
ッ
セ
イ

佐
藤
雅
美
『
男
嫌
い
の
姉
と

妹
』
斎
藤
智
裕
『
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｅ

Ｒ
Ｏ
Ｕ
』
浅
田
次
郎
『
一
刀

斎
夢
録
』
真
保
裕
一
『
天
使

の
報
酬
』
ド
ン
・
ウ
ィ
ン
ズ

ロ
ウ
『
フ
ラ
ン
キ
ー
・
マ
シ
ー

ン
の
冬
』高
田
郁『
今
朝
の
春
』

三
崎
亜
記
『
海
に
沈
ん
だ
町
』

今
井
絵
美
子
『
忘
れ
雪
』
斉

藤
里
恵
『
筆
談
ホ
ス
テ
ス
母

に
な
る
』
小
路
幸
也
『
ピ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
』
柴
田
よ
し
き

『
猫
と
魚
、
あ
た
し
と
恋
』

★
そ
の
他

高
津
理
絵
『
幸
せ
を
み
が
く

本
』
加
藤
諦
三
『
心
の
休
ま

 本　　館 
TEL ９６４－３４１４
FAX ９６４－７３２２
ホームページ　http://www.toon-lib.jp
メール  bookin@toon-lib.jp
開館時間　9時～19時
休 館 日　3月1日〜11日・31日
　　　　　　　
 川内分館 
TEL ９６６－４７２１
開館時間　9時～17時15分
休 館 日　3月1日〜11日・20日・21日・31日

 移動図書館車運行表 
一般地区

 幸楽　14日・28日（第2・4月曜日）
 南方・則之内・河之内・町西
14日・28日（第2月曜日）

 樋口・横河原
22日（第4火曜日）

 志津川・八反地・西岡・田窪・牛渕
23日（第4水曜日）

 上樋・播磨台・野田・新村・北野田
24日（第4木曜日）

 上村・下林・上林
25日（第4金曜日）

 則之内東・河之内・滑川・土谷
松瀬川
12日・26日（第2・4土曜日）

 北方・松瀬川・南方
19日（第3土曜日）

 南方・吉久・井内・則之内西
13日・27日（第2・4日曜日）

 北方西・横河原・田窪団地・上林
下林・南野田・堀池
20日（第3日曜日）

小学校・幼稚園
 南吉井小学校・重信幼稚園
巡回はありません。

 拝志小学校・東谷小学校・東谷幼稚園
15日（第3火曜日）

 西谷小学校・西谷幼稚園・上林小学校
16日（第3水曜日）

 北吉井小学校・北吉井幼稚園
17日（第3木曜日）

 川上小学校・川上幼稚園
18日（第3金曜日）

せ
方
』
高
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竜
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謝
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が
器
を
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小
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世
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？
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お
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大
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由
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チ
―
マ
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つ
く
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た
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ぷ

り
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菜
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ル
シ
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シ
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増
田
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お
り
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が
ん
ば

り
す
ぎ
な
い
子
育
て
』

メ

ス

ス

の

本３ 月 の 図 書 館

Information Box
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健 康 推 進 課　℡964-4407
川内健康センター　℡966-2191

ドクターの健康
　百科

パニック障害という病気をご存知ですか？
　心療内科　宮内　奈穂

　近年「パニック障害」という疾患が認
められつつあります。元来「パニック」
という言葉は違う意味でいろいろと使わ
れて来ました。医学的には自閉症などの
疾患で「パニックを起こす」という言葉
は以前からありました。それ以外の「頭
がパニックになって…」などは日常使わ
れて来たようです。その「パニック」と
これから説明する「パニック障害」は全
く別のものです。
　「パニック障害」とは、特に原因もなく
突然激しい不安に襲われ、胸がドキドキ
したり、息が苦しくなったり、めまいを
起こしたりする発作がパニック発作と言
われ、これが繰り返し起こる疾患です。
近年は100人に1、2人の割合で認められ
る頻度としては多い疾患です。当クリニッ
クを受診する方の中でも増加傾向にあり
ます。
　一度このパニック発作を経験すると、

「死んでしまうのではないか？」と心臓や
呼吸器の疾患を疑い精密検査を行っても
何の異常も認めないのがこの疾患の特徴
でもあります。
　パニック発作は単なる気の持ちようで
起こるわけでもなく、気をしゃんと持て
ば治るわけでもありません。原因は脳内
の神経伝達物質のバランスの乱れと言わ
れているからです。
　発作が何回か起こると「また起こるの
ではないか？」と外出を避けたりして、
生活範囲を狭めてしまいます。そのため
に日常生活がスムーズに楽しく送れなく
なります。
　パニック障害は、きちんと治療すれば
随分改善します。治療は心療内科や精神
科で行います。主には薬物を使用し平行
して精神療法を行います。なかなか「そ
んなことで心療内科を受診するなんて」
と思う方や、病気という意識がなかった
方も自分の生活に制限が加わっているな
ら、治療をして一日も早く以前の制限の
ない生活に戻ってほしいものです。

予防接種の受け忘れはありませんか
　定期予防接種は、接種できる年齢が定められています。
今一度お子様の母子健康手帳をこの機会にチェックして
ください。接種を希望される場合は予防接種の内容につ
いて十分理解したうえで、体調のよい時に予防接種を受
けましょう。　　　

　子宮頸がん予防ワクチン・ヒブワクチン・小児用肺炎
球菌ワクチンについての詳細は、東温市ホームページを
ご覧ください。
問い合せ先　川内健康センター　（℡966－2191）

種　　類 対　　　　象　　　　者

ＢＣＧ 生後3か月から6か月未満

ジフテリア
百日せき
破傷風

1期
初回

生後3か月から生後90か月に至るま
での間にある者

（20日～56日間隔で3回）

1期
追加

生後3か月から生後90か月に至るま
での間にある者

（1期初回接種(3回)終了後6か月以上
の間隔をおく）

ジフテリア破傷風 第2期 11歳から13歳未満

　麻しん　
風しん

混合(MR)
または
麻しん
風しん

　　　

1期 生後12か月から生後24か月に至るま
での間にある者

2期 5歳から7歳未満の人であって、小学
校就学前の1年間にある者

3期 中学1年生に相当する年齢の者

4期 高校3年生に相当する年齢の者　　

★3･4期は、平成20年度から5年間の措置です。
　大学受験や就職時にこのワクチンの予防接

種歴を確認する場合があります。

日本脳炎

1期初回
生後6か月から生後90か月に至るまで
の間にある者（6～28日間隔で2回）

1期追加
生後6か月から生後90か月に至るまで
の間にある者

（1期初回接種終了後おおむね1年おく）

2期

9歳から13歳未満
★平成22年8月27日付で2期において

も接種ができるようになりました。
1期の接種を差し控えていた9歳か
ら13歳未満の方は、1期・2期を接
種することができます。

平成22年8月27日付改正による9歳から13歳
未満の接種（1期が不十分な方の受け方）

1期を全く受けていない 1期を3回接種した後、
2期を接種

1期初回1回接種済み 2回接種した後、
2期を接種

1期初回2回接種済み 1回接種した後、
２期を接種

接種間隔は、かかりつけ医（接種医）とご相
談ください。
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健康相談
　血圧測定等を行っています。健康に関することはお気軽にご相談ください。
日　　時　毎週水曜日　9時～11時
場　　所　川内健康センター隣の健康ハウス

こころの健康相談（予約制）
　原因はわからないがしんどい、人間関係がうまくいかないなど、心や体の相談に医師と保健師が応じます。
日　　時　3月11日㈮　14時～16時
　　　　　真光園　　大久保　嚴彦 医師
場　　所　川内健康センター・東温市役所及び家庭訪問
定　　員　2名
申　　込　川内健康センター（℡966－2191）までご連絡ください。

病態別栄養相談（予約制）
　健診結果やお食事の内容にもとづいて管理栄養士による個別相談
を行っています。
日　　時　3月11日㈮・25日㈮　9時～12時（栄養相談1時間）
場　　所　中央公民館　第3研修室
予約時間　9時～10時、10時～11時、11時～12時
申　　込　川内健康センター（℡966－2191）までご連絡ください。

Healthy Life

やっぱり健 康健 康
Healthy Life

  母子保健事業	 お母さんの健康を守り、健やかな子どもを産み育てるための保健サ－ビスを行っています。

乳幼児健診・相談・教室
事 業 名 内　　 容 対 象 児 実 施 日 時　　 間 場　　　所

赤ちゃん
相談

・身体計測　※1
・保健師・保育士による育

児相談
・管理栄養士による栄養相談

2歳未満
3月02日㈬ 相談：9時30分～

11時

中央公民館

3月09日㈬ 川 内 健 康
セ ン タ ー

カンガルー
広場

・妊婦と子育て中の保護者
との交流

・情報交換
・ママの簡単おやつづくり

・妊婦とその家族
・カンガルー広場

に妊娠期から参
加している1歳未
満の子育てをし
ている保護者と
その家族

3月02日㈬
受付：9時30分～

10時
広場：10時～11時

中央公民館

7か月児
教室

・小児科医師による病気につ
いての話

・歯科衛生士によるむし歯予
防の話

・救急救命士による小児救急
事故予防の話

平成22年8月生 3月02日㈬
受付：12時30分～

13時
教室：13時～

14時30分

さくらんぼ
 広場

・親子体操
・子育ての中での発見と楽し

さの体験学習
平成20年

11・12月生 3月07日㈪
受付：9時30分～

10時
広場：10時～

11時30分

1歳
6か月児
健康診査

・幼児の健康の確認と相談 平成21年8・9月生 3月17日㈭
受付：13時〜14時
健診：13時～

15時30分

※1　乳幼児の身体計測は、子育て支援センターが開催している「赤ちゃん広場」でも測定できます。（21ページ参照）
※2　平成23年4月から実施場所が一部変更されます。広報や健康カレンダーでご確認ください。

乳がん子宮がん検診啓発講演会

  高齢者・成人保健事業   	健やかな老後を過ごすための予防的な観点から40歳以上の方を対象の事業を行っています。



人の動き（平成23年2月1日現在）

人　口
　男　　16,480人（−20）
　女　　18,111人（−18）
　計　　34,591人（−38）
世　帯　14,044戸（−13）
　　　　　  ※(　)内は前月比

表紙の写真
　豆をまいて邪気をはらい、1年間の無病息災を
願う節分。2月3日の節分の日にあわせて、市内
の保育所や幼稚園では恒例の節分集会が行われ
ました。川内保育園で開かれた集会では、自分
たちで手作りしたカラフルなお面をかぶったチ
ビッ子の鬼が登場して、元気いっぱいのダンス
を披露。途中、大人の鬼たちが出没すると、「鬼
は～外！福は～内！」と元気よく豆を投げて、
追いはらっていました。

編集後記
　1月は行く…2月は逃げる…というわけで、もう3月。年を重ね
るごとに時間の経過を早く感じて、このままだと3月も、アッと
いう間に去ってしまいそうです（^^；
　今月は、中学生の ｢職場体験学習」を取り上げました。初めて
足を踏み入れる職場に、戸惑いながらも目を輝かせて仕事に取り
組む姿勢からは、彼らの社会に対する関心の高さを実感させられ
ました。皆さんには、無限の可能性があります。それぞれの感性
で感じ取った貴重な体験を大切に、将来の夢に向かって進んでく
ださい。応援しています。
　

発行・編集　〒791−0292 愛媛県東温市見奈良530番地1　 東温市役所 総務部 総務課　　　　　　　　　　　  印　刷　岡田印刷㈱
　　　　　　Tel 089−964−2001㈹　Fax 089−964−1609㈹　E-mail　soumka@city.toon.ehime.jp　　　　再生紙を使用しています。

3/1 火
●健康体操　19：30～　福祉館

2 水

3 木
●ふれあい（心配ごと）相談　13：00～　福祉館			 

4 金

5 土

6 日
◆当番医　さとう耳鼻咽喉科クリニック　℡990－1133

7 月

8 火
●健康体操　19：30～　福祉館

9 水
●人権相談所　13：00～　川内公民館	
●世界に飛び出せ！キッズ広場　16：30～　中央公民館	

10 木
●ふれあい（心配ごと）相談　13：00～　農村環境改善センター
●行政相談　13：00～　農村環境改善センター
●福祉館じんけん相談　19：00～　福祉館

11 金

12 土
●かぼちゃんのおはなしかい　11：00～　市立図書館			

13 日
◆当番医　中川病院　℡976－7811

14 月
●行政相談　13：00～　福祉館

15 火
●健康体操　19：30～　福祉館			 

16 水
●わくわく工作ランド　16：15～　中央公民館

17 木
●人権相談所　13：00～　市役所	
●ふれあい（心配ごと）相談　13：00～　福祉館

18 金

19 土

20 日
◆当番医　愛媛病院　℡964－2411

21 月
■春分の日	
◆当番医　増田整形外科　℡970－2020	

22 火
●健康体操　19：30～　福祉館

23 水
●さくらの湯　休館日
●各種相談事業　10：00～　市役所　13：30～　福祉館

24 木
●ちびちびちゃんのおはなしかい　11：00～　市立図書館		
●ふれあい（心配ごと）相談　13：00～　農村環境改善センター

25 金

26 土
●かぼちゃんのおはなしかい　11：00～　市立図書館

27 日
◆当番医　池川内科・神経内科　℡964－7787

28 月

29 火
●健康体操　19：30～　福祉館

30 水

31 木

4/1 金

2 土

3 日
◆当番医　泉内科　℡966－2226

4 月

5 火

　本当に厳しい寒さとなった今年の冬ですが、
伊予路に春を呼ぶ「椿まつり」とともに、よう
やく、日差しも暖かさを増してきました。写真は、
東温市に春の訪れを告げる川上神社の「初午さ
ん」の様子です。この春祭りは、その年の豊作
を祈願して、旧暦２月の最初の午の日に毎年行
われています。今年の「初午さん」は３月16日、
早咲きの桜が春を感じさせる境内の中央にはや
ぐらが組まれ、もちまきも行われます。

季節の足音 あのころ


